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市政だより2002

平成14年12月１日No.965

　　　　　　　特集ｌ明日の｢おかざき｣を話し合う会

　　　　おかざき211さわやか収集制度／市民課窓口が変わります

　　市長ほっとライン・市長コラム

　　　　　若い世代皿若い世代のかたからの声

　　おかざき地名物語皿御堂・御坊・道場

我が家の自慢・クイズ困自慢の写M／今月のクイズ

　　　　　お知らせ困催し・講座／その他の情報／秋の叙勲褒章受章者

　　　　　　　　　囮OKAZAKI Information―DECEMBER (English)

　　　となりのトコロ囮幸田町・額田町の広域情報

　　　　　　裏表紙固市美術博物館｢バロックへの誘い｣／｢国立博物館･美術館所蔵名品展｣

　　　　　　12月１日～31日
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23
24
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金

土

日
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火

水

木
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土
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ｉ
ｌ
Ｉ
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１
－
一
　
÷
Ｆ
一
1
1

2 6

2 7

2 8

29
30
31

日

月

火

年末の交通安全「＼i民運助（~1()IJ）

年末助け介い小.V. ■色紙展（､|/)S-術館、～8「l」

n遊館朝巾（おかざき農遊館、午前8時30 分～）

「第九」演奏会(巾民会館，午後３時～）

1/立小中学校終業式

冬■．リサイクルのIJ （リサイクルブラザ、'P前9時～午後4時）

天皇誕生日

農遊館朝巾{おかざき群遊館、午前８時30 'y>~)

巾役所■l沫年始閉庁

人みそか

　 一 一 -

- - - -

- - - - -
= - - 一 一

一 一 = 一 一
一 一 ･ 一 一

- - - 一 一

- - -
一 一 -

｢わ政だよりおかざきはエコマーク認定の再生紙に

環塊にやさしい大豆油インキで日｣刷しています。

岡崎市はISO 14001の認証を取得し、

環境保全活動を拓極的に推泄していま"^。

岡崎の自然一岡崎公園の紅葉

　市内には、東公園や奥殿陣屋など、多くの紅菜スボットがあ

りますが、写頁は岡崎公園（昨年12月１日撮影）。約500本

のカエデと約120本のイチョウが植えられています。とりわけ、

岡崎城西側の伊賀川沿いの、赤や黄色に染まったカエデやイチ

ョウは一見の価値があります。例年見ごろは12月10日ごろ

まで。皆さんも一度足を運んでみてはいかがでしょうか。

市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日・
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市
に
向
け
た
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●
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蕃
民
１
　
加
の
市
政
を
目
指
し
で

　
市
長
を
は
じ
め
、
助
役
・
収
入
役
・
各
部
長
級
が
出
席
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、
ご
意
見
・

ご
質
問
を
お
受
け
す
る
市
政
対
話
集
会
。
今
年
度
か
ら
は
、
名
称
を
「
明
日
の
『
お
か
ざ
き
』
を
話
し

合
う
会
」
と
改
め
ま
し
た
。

　
十
月
一
日
の
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り
に
十
月
二
十
三
日
の
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
市
内

九
つ
の
会
場
で
実
施
し
、
千
三
百
人
を
超
え
る
か
た
が
参
加
、
百
二
十
件
以
上
の
ご
意
見
・
ご
質
問
を

受
け
ま
し
た
。
伺
っ
た
ご
意
見
の
う
ち
、
市
政
に
反
映
で
き
る
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
市
民
主

導
型
市
政
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
M
2
3
・
6
6
6
6

明日の「おかざき」を話し合う会の内容は、岡崎市

ホームページで会場ごとに詳しくご紹介しています。

　http://ｗｗｗ.city.okazaki.aichi.jp/

　　　　　　yakusho/ka1040/ka420.htm

行
政
擲
営

【
中
核
市
移
行
の
メ
リ
ッ
ト
】

　
中
核
市
移
行
に
よ
り
、
一
般
の
市
民
に

と
っ
て
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
良

く
分
か
ら
な
い
の
で
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
４
。

　
中
核
市
移
行
に
伴
い
、
県
の
権
限
が
移

譲
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
独
自
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
い
う
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
新
た
に
全
部
で
百
八
種

類
、
二
千
二
百
十
九
項
日
の
事
務
が
市
に

移
譲
さ
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
市
が
窓
口
と

な
り
県
に
進
達
し
、
県
が
決
定
し
巾
に
通

知
す
る
と
い
う
手
順
で
あ
っ
た
も
の
が
、

移
行
後
は
全
て
市
で
事
務
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
処
理
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
従

来
よ
り
早
く
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
な
ど
、

事
務
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
保
健
所
が
市
の
管
轄
に
な
り
、

健
康
増
進
事
業
な
ど
の
現
行
業
務
も
統
合

し
て
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
Ｌ
に
き
め
細
か
な
保
健
衛
生

業
務
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
中
核
市
移
行
を
契
機
に
、
特
徴
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
一
層
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

囲市政だよりおかさき2002年(平成14年)12月1日



【
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
役
割

-II－

　
市
民
参
加
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
検
討
す
る
た
め
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

と
い
う
も
の
を
組
織
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、
現
段

階
で
の
情
報
開
示
や
今
後
検
討
す
る
内
容

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
１
　
　
４

　
岡
崎
市
が
中
核
市
に
な
っ
た
時
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
自
己
決
定
、
自
己
責
任

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
は
「
都
市
計
川
」
　
「
福
祉
」

　
「
環
境
」
の
問
題
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
基
盤
を
つ
く
り
、
岡
崎
ら
し
い
も
の

に
し
て
い
く
た
め
に
結
成
し
た
市
長
直
轄

の
組
織
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

す
。
こ
れ
は
中
核
市
移
行
に
関
係
す
る
業

●

現在の病院跡地（若宮広場）

務
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
職
員

の
意
識
改
革
、
資
質
向
上
あ
る
い
は
中
核

市
移
行
の
効
果
を
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
移
行
を
契
機
と
し
た
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
九
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ

し
い
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
　
「
新
し
い

時
代
・
潮
流
へ
の
的
確
な
対
応
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
　
「
市
民
と
行
政
と
の
真
の
協
働
の

実
現
」
と
い
う
大
き
な
三
つ
の
テ
ー
マ
を

検
討
及
び
整
理
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
視
点
、
発
想
で
基
本
方

針
や
対
応
方
策
の
検
討
論
議
を
通
じ
て
来

年
二
月
末
ま
で
に
プ
ラ
ン
を
示
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
市
役
所
の
持

っ
て
い
る
情
報
を
共
有
す
る
よ
う
な
形
で

進
め
て
い
く
施
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

四

情
報
の
公
開

-

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。
随
分
、
住
民
参

加
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

岡
崎
市
も
変
わ
っ
た
と
思
う
が
、
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
委
員
の
か
た
か
ら
行
政
の
部

署
間
で
の
情
報
公
開
が
で
き
て
い
な
い
状

況
も
あ
る
と
聞
き
、
そ
う
い
う
状
態
で
市

民
に
対
し
て
情
報
公
開
が
で
き
る
の
か
と

い
う
懸
念
が
あ
る
。
住
民
参
加
と
い
う
の

は
、
情
報
公
開
か
ら
始
ま
る
と
思
う
。
ど

ん
な
姿
勢
で
情
報
公
開
を
し
て
い
く
の
か

を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
公
聴
会
や
審
議
会
、
検
討
会
と

い
っ
た
も
の
の
議
事
録
な
ど
は
市
の
ホ
ー

●

｜

｜

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
公
開
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
私
た
ち
が
判
断
し
た
り
、
意
見
を

言
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。
意
思
決
定
の
段
階
で
の
情
報
公
開

を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
‘
唄
　
　
４
’

　
本
市
の
情
報
公
開
条
例
は
、
平
成
十
二

年
七
月
一
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
市

の
責
務
と
し
て
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
要
望
の
高
い
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
り
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
一
括
し
た
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
、

各
課
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
備
え
置
い
た
り

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
市
民
の
要
望
が
強
か
っ
た
建
築
関
係
で

は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
デ
ー
タ
の
公
開
を

昨
年
十
一
一
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
条
例
・
規
則
に
つ
い
て
も
、
電
子
化

し
て
今
年
十
二
月
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
行
政
資
料
も
、

平
成
十
二
年
の
二
百
四
十
件
か
ら
、
今
年

は
六
百
二
ト
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
や
審
議
会
の
中
に
は
公
開
し
て

い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
考
え
方
が

意
思
形
成
段
階
の
途
中
に
あ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
意
思
決
定
前
の
段
階
で
の
情
報
公
開
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
よ
う
な

方
法
で
案
を
示
し
て
、
市
民
か
ら
意
見
な

ど
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
、
改
善
改
良
を

加
え
な
が
ら
新
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
●

い
く
と
い
う
手
法
が
民
主
的
な
手
続
き
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
手
法
に
つ
い
て

も
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
固
ま
り
き
っ
て
い
な
い
情
報
も
す

べ
て
公
開
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
弊
害
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
十
分

考
慮
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
地
刮
用

【
中
心
市
街
地
の
跡
地
利
用
一

　
市
の
中
心
部
で
あ
る
康
生
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
岡
崎
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公

共
職
業
安
定
所
、
そ
し
て
税
務
署
の
跡
地

の
利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
４
．
　
１

　
公
共
職
業
安
定
所
の
跡
地
は
、
国
の
所

有
で
す
が
、
建
物
の
解
体
が
済
み
、
今
後

岡
崎
市
が
取
得
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
区
域
と

合
わ
せ
た
Ｉ
．
・
五
ｎ
を
巾
心
市
街
地
活
性

化
拠
点
区
域
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
か
ら
整

備
を
し
て
い
き
ま
す
。
図
書
館
を
核
と
し

て
関
連
施
設
を
建
設
す
る
案
が
あ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
、
市
議
会
を
始
め
、
各

分
野
の
専
門
家
や
市
民
団
体
の
代
表
の
か

た
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
で
施
設
を
絞
っ

て
い
ま
す
。
意
見
が
固
ま
り
次
第
、
公
表

し
て
い
き
ま
す
。

　
税
務
署
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

●
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●

竜美丘のポプラ並木用地取得が進む矢作橋西側

　
　
　
●

建
物
を
取
得
す
る
た
め
の
手
続
き
を
開
始

し
ま
し
た
。
利
用
用
途
は
、
二
階
、
三
階

が
中
核
市
移
行
に
伴
う
教
職
員
の
研
修
施

設
、
一
階
は
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
及
び
太

陽
の
城
の
補
完
施
設
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
来
年
七
月
を
目
標
に
供
用
を
開
始
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
岡
崎
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
は
、
岡
崎

城
址
の
中
の
菅
生
曲
輪
の
一
郭
で
あ
り
、

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
終
え
、
現
在
、
そ

の
文
化
財
的
な
価
値
に
つ
い
て
専
門
家
に

調
査
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

四

病
院
跡
地
の
計
画

-

　
市
立
岡
崎
病
院
跡
地
の
若
宮
広
場
の
利

用
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
４
　
　
１

　
病
院
跡
地
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
健

康
、
交
流
、
に
ぎ
わ
い
」
を
基
本
テ
ー
マ

に
、
中
核
市
移
行
に
伴
う
保
健
所
機
能
の

ほ
か
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
機
能
な
ど
少
子
高
齢
化
社
会
の
対
応

を
視
野
に
入
れ
た
「
（
仮
称
）
岡
崎
げ
ん

き
館
構
想
」
を
、
市
議
会
を
始
め
と
し
て
、

市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
導
入
す
る
機
能
の
案
と
し
て
、
「
健
康
」

で
は
、
保
健
所
は
も
と
よ
り
、
専
門
家
に

よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
機
能
訓
練

室
な
ど
を
備
え
る
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
、

　
「
交
流
」
で
は
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
と
し

て
、
高
齢
者
の
経
験
、
技
術
を
生
か
す
機

会
を
提
供
す
る
貢
献
セ
ン
タ
ー
、
介
護
に

関
す
る
高
齢
者
支
援
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
●

ま
た
、
「
に
ぎ
わ
い
」
で
は
、
集
い
と
憩

い
の
場
づ
く
り
と
し
て
に
ぎ
わ
い
広
場
な

ど
を
導
入
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
案
を
た
た
き
台
と
し
て
、
市
議
会

や
地
元
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、
専

門
家
で
構
成
す
る
委
員
会
や
三
師
会
（
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
）
な
ど

で
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
中
に
構
想
を
策
定
し
て
、
平
成

十
七
年
度
ま
で
に
実
施
設
計
を
終
え
、
平

成
十
九
年
度
に
は
保
健
所
施
設
な
ど
の
一

部
を
供
用
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●

が
地
形
の
関
係
上
難
し
い
こ
と
か
ら
、
岡

崎
一
色
線
を
高
架
で
越
す
変
更
案
を
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
、
国
土
交
通
省
、
県
公

安
委
員
会
な
ど
と
最
終
調
整
を
し
て
い
る

段
階
で
す
。

　
都
市
計
画
決
定
の
変
更
に
つ
い
て
は
平

成
十
五
年
度
中
に
行
い
、
事
業
化
は
そ
の

後
に
な
り
ま
す
が
、
乙
川
に
橋
が
少
な
く

殿
橋
、
明
代
橋
、
吹
矢
橋
が
大
変
混
雑
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
橋
を
架
け
新
し

い
ル
ー
ト
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
早
期
に
事
業
着
手
が
で
き
る
よ

う
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
″
　
　
　
　
　
ｌ
‐
1

1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
矢
作
橋
の
架
け
替
え

11111111111I

【
岡
崎
環
状
線
の
進
捗
状
況
】

　
都
市
計
画
決
定
の
変
更
に
対
す
る
説
明

会
が
、
昨
年
度
、
計
三
回
開
催
さ
れ
た
が
、

岡
崎
環
状
線
の
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
４
．
　
　
４

　
都
市
計
画
道
路
岡
崎
環
状
線
は
、
岡
崎

刈
谷
線
（
ポ
プ
ラ
並
木
）
を
起
点
と
し
て

社
会
保
険
事
務
所
、
真
伝
町
を
経
由
し
て

日
名
橋
、
国
道
2
4
8
号
、
モ
ダ
ン
通
り
ま
で

の
約
一
五
・
六
。
・
の
道
路
で
、
現
在
ま
で

一
三
・
一
七
ｊ
が
完
成
し
て
お
り
整
備
率

は
八
四
・
四
賀
で
す
。

　
明
大
寺
地
区
ポ
プ
ラ
並
木
か
ら
社
会
保

険
事
務
所
の
間
に
つ
い
て
は
、
道
路
構
造

令
の
変
更
に
よ
り
、
幅
員
一
四
Ｍ
～
二
七

□
が
一
八
μ
～
二
八
・
五
口
に
な
っ
た
こ

と
と
、
岡
崎
一
色
線
に
取
り
付
け
る
こ
と

　
国
道
１
号
の
拡
幅
工
事
が
進
め
ら
れ
、

矢
作
橋
が
南
の
方
に
架
け
替
え
ら
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。
橋
が
架
け
替
え
ら
れ
た
場

合
、
安
全
上
問
題
が
あ
れ
ば
や
む
を
得
な

い
が
、
現
在
の
矢
作
橋
の
橋
脚
を
残
し
、

歩
道
と
し
て
で
も
よ
い
の
で
再
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
ｊ
’

　
国
道
１
号
の
拡
幅
は
、
現
在
、
七
二
暫

の
用
地
が
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
矢
作
橋
は
、
右
岸
側
の
位
置
が

約
三
十
六
μ
下
流
に
移
動
し
ま
す
。
左
岸

は
、
ほ
ぽ
同
じ
場
所
に
な
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ま
ず
下
流
側
の
半
分
が

架
設
さ
れ
、
既
存
を
壊
し
て
残
り
の
半
分

を
造
る
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
す
。
ま
た

現
在
の
橋
が
非
常
に
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
橋
脚
の
再
利
用
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

I市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日



四

バ
ス
路
線
の
確
保

-

　
生
平
学
区
は
十
数
年
前
に
は
名
鉄
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
廃
止
さ

れ
て
い
る
。
特
に
「
ち
せ
い
の
里
」
は
住

民
が
三
世
代
に
わ
た
っ
て
お
り
、
高
齢
者

の
通
院
な
ど
足
の
確
保
に
困
っ
て
い
る
。

バ
ス
路
線
の
復
活
を
願
っ
て
き
た
が
難
し

く
、
自
分
た
ち
に
よ
る
自
主
的
な
足
の
確

保
に
つ
い
て
も
模
索
し
て
い
る
状
況
だ
。

市
の
具
体
的
な
方
策
を
示
し
て
ほ
し
い
。

１

１

　
路
線
バ
ス
は
、
年
々
利
用
者
が
減
少
し
、

事
業
者
も
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
利
用
者
が

少
な
い
路
線
は
、
減
便
や
廃
止
が
進
む
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
巾
と
し
て

　　　　　　　　　１

べ

９
こ。

●

　／　＼尨^ご二　　べ

一

tが･I- ^
　　””4　Tﾉ。ダやS^^Ifc.

防災無線のようす

も
、
公
共
交
通
と
し
て
の
バ
ス
交
通
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

地
域
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

全
市
的
な
観
点
で
、
市
民
の
足
の
確
保
に

向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
、
市
民
代

表
の
か
た
で
つ
く
る
「
岡
崎
巾
公
共
交
通

検
討
会
議
」
と
い
う
組
織
を
設
け
て
お

り
、
現
在
、
研
究
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
　
０

四

防
災
無
線
の
設
置

-

　
防
災
無
線
を
今
後
ど
の
よ
う
に
設
置
し

て
い
く
予
定
な
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
４
’
　
　
ｊ
’

　
現
状
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
百
十
台
、

地
域
防
災
無
線
を
百
六
十
四
台
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
線
に
よ
る
緊
急
情
報
の
一
斉

伝
達
装
置
を
整
備
し
て
お
り
、
九
月
。
日

に
各
自
主
防
災
組
織
の
会
長
で
あ
る
総
代

さ
ん
の
お
宅
に
試
験
的
に
一
斉
伝
達
を
し

た
結
果
、
ト
七
分
で
全
巾
内
に
到
達
し
ま

し
た
。

　
今
後
の
考
え
方
と
し
て
は
、
通
信
途
絶

時
の
事
態
に
備
え
た
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構

築
整
備
、
あ
る
い
は
、
多
数
の
市
民
の
か

た
へ
の
‥
Ｔ
急
な
伝
達
に
は
、
同
報
系
の
無

線
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
、
多
角
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
●

地
球
環
損

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
検
討
委
員
会
」

　
ま
ち
づ
く
り
条
例
検
討
委
員
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
条
例

検
討
委
員
会
で
は
、
十
月
四
日
に
、
せ
っ

か
く
公
聴
会
を
開
催
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
人
ほ
ど
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
。

　
会
の
成
功
か
不
成
功
か
は
、
出
席
人
数

で
は
な
く
、
そ
こ
で
議
論
さ
れ
た
内
容
の

濃
さ
や
程
度
の
高
さ
に
よ
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
が
、
今
後
、
公
聴
会
を
開
催
す
る

場
合
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
市
民
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
方
法
も
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
ｊ
’
　
　
ｊ
’
。

　
先
回
の
公
聴
会
で
は
、
一
般
市
民
の
参

加
は
少
な
い
が
数
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
公
聴
会
を
や
る
限
り
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
作
る

と
い
う
市
民
の
意
識
が
盛
り
上
が
ら
な
い

と
、
い
く
ら
条
例
を
つ
く
っ
て
も
や
は
り

行
政
側
の
押
し
付
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
政
だ
よ
り
な

ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
次

回
の
公
聴
会
に
つ
い
て
は
、
委
員
の
皆
さ

ん
と
相
談
を
し
な
が
ら
、
周
知
の
方
法
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

検
討
し
、
少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

， Ｉ Ｉ Ｉ 卜 目 卜 ｜ ｜ ， ．

放
置
自
動
車
の
対
策

Ｉ Ｉ Ｉ 岡 目 目 Ｉ Ｉ Ｉ ・

　
放
置
自
動
車
が
多
い
。
境
公
園
南
側
の

道
路
に
は
現
在
三
台
あ
る
。
警
察
の
張
り

紙
が
し
て
あ
る
が
、
長
い
の
は
一
年
ぐ
ら

い
に
な
る
。
市
と
し
て
、
何
か
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
ｊ
’
　
　
１

　
放
置
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
今
年
、
放

置
自
動
車
の
処
理
に
関
す
る
要
綱
を
つ
く

り
順
次
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
道
路
、
河
川
と
い
っ

た
と
こ
ろ
に
約
百
台
の
放
置
自
動
車
が
あ

り
ま
す
。

　
。
定
の
判
定
基
準
を
も
っ
て
、
廃
棄
物

と
し
て
処
理
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
年
度
中
に
は
、
把
握
し
て
い
る
自

動
車
の
判
定
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
次
か
ら
次
へ
と
放
置
さ
れ
ま

す
の
で
、
な
か
な
か
無
く
な
ら
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
、
積
極
的
に
処
理
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
節
環
浪

【
　
自
然
体
験
の
森
の
利
用
　
｀

　
お
か
ざ
き
自
然
体
験
の
森
の
一
角
に
、

記
念
樹
を
植
え
る
よ
う
な
場
所
が
で
き
な

い
か
。
市
民
に
は
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
、
入
学

●
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明日の｢おかざき｣を

●

’
ｌ
　
ｊ

　
院
外
飢
、
寿
を
心

７
？
ツ
ク
２
、
ｊ
’
―
ｌ
ｔ
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｉ

おかざき自然体験の森市民病院の院外処方せんコーナー
※Ｅメールなどでお寄せいただくときは、

　住所､氏名､電話番号をご記入ください。

　
　
　
●

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
日
が
あ
る
と
思
う

が
、
希
望
者
が
そ
こ
に
来
て
記
念
樹
を
植

え
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
１
　
　
４

　
お
か
ざ
き
自
然
体
験
の
森
は
、
今
年
四

月
十
八
口
に
仮
オ
ー
プ
ン
を
し
、
散
策
路

な
ど
の
整
備
を
行
い
、
ト
月
一
‐
に
正
式

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
利
用
方

法
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
公
園
と
違
っ
て
、
来
園
者
の

皆
さ
ん
が
、
自
分
た
ち
の
自
然
の
森
を
自

分
た
ち
の
力
で
作
る
こ
と
が
目
的
で
す
の

で
、
今
後
、
皆
さ
ん
と
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
健
医
療

【
市
民
病
院
の
院
外
処
方
　
】

　
院
外
処
方
は
、
病
院
経
営
の
メ
リ
ッ
ト

で
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
患
者
の
便
利
性

で
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
４
．
　
　
４

　
市
民
病
院
で
は
十
一
月
一
日
か
ら
原
則
、

院
外
処
方
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
院
内
や

市
政
だ
よ
り
な
ど
で
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
病
院
に
は
、
毎
口
二
千
人
か
ら
二
千

五
百
人
く
ら
い
の
か
た
が
み
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
短
時
間
で
大
勢
の
患
者
さ
ん
に

調
剤
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
投

薬
窓
口
で
の
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ

せ
た
き
め
細
か
い
説
明
な
ど
が
十
分
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
●

い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
薬
を
お
渡
し
す
る
に
あ
た
っ
て

も
、
随
分
待
ち
時
間
が
長
い
と
い
う
苦
情

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
院
外
処
方
は
、
適
切
な
服
薬
指
導
や
薬

歴
の
管
理
に
よ
る
相
尾
作
用
の
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
患
者
さ
ん
の

健
康
に
対
す
る
、
安
全
性
の
向
上
を
主
眼

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

四

土
井
荘
の
建
替
え

-

　
土
井
町
に
は
市
営
住
宅
土
井
荘
が
あ
り
、

地
域
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
先
日
も
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
将
来
の
計
画
、
具
体

的
な
規
模
な
ど
わ
か
る
範
囲
で
教
え
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　
　
４
’
　
　
１

　
土
井
荘
の
建
替
え
計
呵
は
、
今
年
度
、

設
計
業
務
を
発
注
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

向
け
て
事
前
に
説
明
会
を
開
催
し
た
り
、

入
居
者
の
希
望
を
聞
い
た
り
し
て
、
設
計

の
中
に
反
映
で
き
る
よ
与
進
め
て
い
ま
す
。

設
計
が
ま
と
ま
り
次
第
、
入
居
者
に
再
度

説
明
を
行
う
予
定
で
す
。
来
年
度
以
降
は

予
算
の
関
係
も
あ
り
確
実
な
こ
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
現
在
の
二
百
三
戸
を
ベ
ー
ス

に
考
え
て
い
き
ま
す
。
敷
地
の
中
に
都
市

計
画
道
路
も
あ
り
、
開
通
す
れ
ば
交
通
量

が
増
え
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

●

生
涯
喫
習

【
学
校
の
空
き
教
室
の
利
用
一

　
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
の
区
域
は
常
磐
学

区
や
梅
園
学
区
な
ど
十
二
学
区
で
、
世
帯

数
は
約
三
万
七
千
も
あ
る
。
ま
た
、
区
域

は
細
長
く
て
、
セ
ン
タ
ー
は
南
の
端
近
く

に
あ
り
、
定
期
講
座
の
受
講
が
し
づ
ら
く

不
便
を
感
じ
て
い
る
。
学
校
の
空
き
教
室

を
利
用
し
て
、
問
題
を
解
消
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
ｊ
’
　
　
１

　
定
期
講
座
は
一
般
的
に
は
平
目
の
午
前

あ
る
い
は
午
後
の
時
問
帯
が
多
く
、
学
校

に
生
徒
が
い
る
時
間
帯
に
な
り
ま
す
。
学

校
の
開
放
と
は
い
え
、
管
理
上
の
問
題
も

あ
り
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
空
き
教
案
の
利

用
に
つ
い
て
上
・
日
曜
‐
を
含
め
て
ど
う

利
川
し
て
い
く
か
研
究
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
の
区
域
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
全
学
区
に
影
煕
‥
す
る
こ
と
で
あ

り
、
他
に
与
え
る
影
響
度
を
考
え
る
と
現

時
点
で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
生
涯
学
習
の
推
進
計
画
の
中
で
、

例
え
ば
、
出
前
講
座
な
ど
を
各
地
域
で
開

講
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
ホ
ー
ム
な
ど
で
講
座
が
開
催
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

麗市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日
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１
月
か
ら
市
民
課
窓
□
を
全
面
改
装

　
現
在
、
市
民
課
で
は
、
各
種
証
明
１
　
の

交
付
に
つ
い
て
、
一
ヵ
所
の
申
請
窓
［
と

一
ヵ
所
の
交
付
窓
口
で
行
う
Ｉ
カ
所
集
中

交
付
方
式
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
多
種
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
各
種
証
明
１
　
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
見
直

し
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
要
望
を
踏
ま
え
、
市
役
所

本
館
一
階
の
市
民
課
窓
口
を
全
面
改
装
し
、

１
月
６
日
即
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。

●

新
し
い
窓
□

①
各
種
証
明
書
の
交
付
は
、
現
行
の
一
力

所
集
中
交
付
方
式
か
ら
、
五
ヵ
所
の
窓
□

で
申
請
や
交
付
を
そ
の
場
で
行
う
即
時
対

面
交
付
方
式
を
導
入
し
、
正
確
・
迅
速
な

交
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
待
ち
時
間
の
短

縮
を
図
り
ま
す
。

②
婚
姻
・
出
生
な
ど
の
戸
籍
に
関
す
る
届

出
及
び
転
入
・
転
出
な
ど
住
所
変
更
の
届

出
は
、
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、

障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
へ
配
慮
し
ま
す
。

③
受
付
番
号
順
と
す
る
こ
と
に
よ
り
届
出

内
容
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を

図
り
、
あ
わ
せ
て
立
ち
並
び
に
よ
る
順
番

待
ち
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

④
ロ
ビ
ー
に
窓
口
案
内
係
を
配
置
し
、
申

請
書
な
ど
の
書
き
方
・
対
応
窓
口
へ
の
案

内
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
窓
口
混
雑

の
緩
和
を
図
り
ま
す
。

　
窓
口
担
当
職
員
は
、
今
後
も
親
切
・
さ

わ
や
か
な
応
対
を
心
が
け
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
課
総
務
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
4
1

●

■市民課窓口案内

13番窓口 12番窓口 10番窓口 9番窓口 8番窓口 7番窓口

外国人登録
住民異動届
戸籍届

印　　鑑
登録・廃止 交　　付

母子手帳
自動車臨時運行

戸籍･住民票･印鑑
各　種　証　明

・外国人登録
　の手続き

・転入、転出

　など住所変
　更の届出

・婚姻、出生
　など戸籍に

　関する届出

・印鑑登録、
　廃止の届出

・その他証明
　書交付など
　の総合窓□

・母子手帳の交付

・臨時運行許可証
　の交付

・戸籍、住民票、
　印鑑など各種証
　明（外国人の登

　録原票記載事項
　証明含む）の交
　付

●

市民課

　皿圧國

■市民課配置図

唖東漸裔］

面自動車臨時運行鴎綴門□　c⊃
ｍ

□　□
　　－

圃

□
一囮

□　　□　　∩
]13)I 面丁51

○□口口口口

囮

回麺］
「I　　囮戸籍届･住民異動届

¬　［¬1　1階ロビー二
●

閉

　
　
↓

西
玄
関
入
□

　ぺ先Z

戸籍･住民票･印鑑
　各種証明

口
案
四

o o〕c⊃C⊃
□

市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日・



一 一 一 一

●

●

●

●

４
月
か
ら
「
さ
わ
や
か
収
集
」
を
開
始

独
力
で
ご
み
な
ど
を
排
出
す
る
こ
と
が
困

難
な
か
た

①
6
5
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

　
定
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世

　
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
ひ

　
と
り
暮
ら
し
の
世
帯

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し

　
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯

④
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
ひ
と
り
暮

　
ら
し
の
世
帯

⑤
①
～
④
に
準
じ
る
世
帯

収
集
開
始
日

４
月
か
ら

　
岡
崎
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
や
資
源
を
所
定
の
排
出
場
所
ま
で
持

ち
出
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者

の
か
た
の
た
め
に
、
「
さ
わ
や
か
収
集
」

を
始
め
ま
す
。
収
集
員
が
、
週
に
一
度
、

対
象
世
帯
の
玄
関
先
ま
で
お
伺
い
し
、
す

べ
て
の
ご
み
や
資
源
を
戸
別
に
収
集
し
ま

す
。
排
出
す
る
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
の
担
当
者
と
協
議
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
で
、

申
込
方
法

　
ご
み
対
策
課
（
福
祉
会
館
五
階
）
へ
電

話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
本
人

も
し
く
は
親
族
の
か
た
、
介
護
に
関
わ
る

か
た
な
ど
、
ど
な
た
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。

ご
み
対
策
課
ご
み
減
量
班

2
2
3
◆
6
5
3
0
　
隔
2
3
◆
6
5
3
6

中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

2
2
2
◆
1
1
1
n
　
Ｃ
Ｏ

ｙ
Ｉ
胃
乙

Ｉ
　
ｆ
－

ト
フ

処
理
手
数
料

　
無
料
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
該
当
す

る
品
目
［
エ
ア
コ
ン
ー
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・

冷
蔵
庫
］
に
係
る
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
有

料
で
す
）
。

申
込
期
限

　
随
時
（
４
月
か
ら
ご
希
望
の
か
た
は
、
１

月
3
1
日
突
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）
。

-

i ' ^

市
長
室

-'Iテ

レ

ビ

丿

丿

東
京
事
務
所
の
閉
所

　
岡
崎
市
は
現
在
、
都
内
の
ビ
ル
の
一

室
に
東
京
事
務
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
事
務
所
は
、
昭
和
5
7
年
に
開
設

以
来
2
0
年
間
に
わ
た
り
政
府
機
関
や
国

会
及
び
関
係
団
体
と
の
連
絡
、
市
政
に

関
す
る
情
報
や
資
料
の
収
集
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
1
5
年
３
月
を
も
っ

て
閉
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
事
務
所
の
閉
所
は
、
行
財
政
の

効
率
化
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公

約
し
た
事
項
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
た
だ
、
岡
崎
市
の
中
核
市
移
行
に
伴

う
準
備
に
は
、
必
要
な
部
署
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
来
年
４
月
に
中
核
市
移
行

が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
機
会

に
閉
所
に
踏
み
切
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
東
京
事
務
所
の
2
0
年
間
の
活
動
は
市

に
と
っ
て
、
当
時
の
時
代
背
景
に
照
ら

し
て
見
れ
ば
、
相
応
の
意
義
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
の
情
報
化
の
進
展
状

況
や
行
財
政
改
革
の
必
要
性
に
立
っ
て

判
断
す
れ
ば
、
閉
所
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
部
署
の
職
員

が
直
接
、
国
の
機
関
と
や
り
取
り
す
る

機
会
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
意
識
改

革
や
資
質
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
時
局
の
流
れ
を
把
握
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
に
と
っ
て
、
今
何

か
大
切
な
の
か
を
見
極
め
、
市
政
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
崎
市
長
￥
Ｑ
Ｉ
弘
一
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は
あ
ま
り
好
き
な
ほ
う
で
は
な
か
っ
た
か

ら
、
出
産
後
も
共
働
き
を
き
め
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
実
際
生
ま
れ
て
乳
を
あ
げ
て
い
た

ら
、
と
っ
て
も
か
わ
い
く
、
ど
う
し
て
も

こ
の
子
が
見
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
、
結
局
そ
の
ま
ま
退
職
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
実
家
に
い
る
時
は
ズ
リ
は
母
が
い

ろ
い
ろ
し
て
く
れ
る
け
れ
ど
、
一
人
で
は

無
理
だ
：
ぷ
と
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
い

ざ
と
な
る
と
全
然
無
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
離
乳
食
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、

歯
が
生
え
、
寝
返
り
を
し
、
立
ち
上
が
り
、

少
し
ず
つ
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
も
う
感
動
の
毎
日
で
し
た
。

　
し
か
し
あ
る
時
、
私
は
と
ん
で
も
な
い

こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ

ろ
息
子
は
外
で
散
歩
を
さ
せ
て
も
あ
ま
り

歩
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
く
ら
い
の
子

は
う
れ
し
そ
う
に
歩
い
て
い
る
の
に
、
息

子
だ
け
ど
う
し
て
外
だ
と
歩
か
な
い
ん
だ

ろ
う
？
と
思
い
、
少
し
離
れ
た
所
か
ら
見

て
い
る
と
、
大
泣
き
し
て
「
だ
っ
こ
！
だ

●

つ
こ
！
」
の
連
発
。
ま
わ
り
の
お
ば
さ
ん

た
ち
は
「
ど
う
し
た
の
？
一
人
な
の
？
か

わ
い
そ
う
に
」
と
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け
、

私
の
顔
を
に
ら
み
つ
け
て
き
ま
し
た
。
「
だ

っ
こ
し
て
あ
げ
り
ん
よ
」
と
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
け
ど
、
私
と
し
て
は
私
の
や
り
方

が
あ
る
か
ら
あ
ま
り
口
出
し
し
て
ほ
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
方
な
く
、
座
り

込
ん
で
大
泣
き
し
、
砂
だ
ら
け
の
息
子
を

抱
き
上
げ
家
へ
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

風
呂
場
で
シ
ャ
ワ
ー
を
頭
か
ら
か
け
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
大
泣
き
し
た
息

子
を
タ
オ
ル
で
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
ふ
い
て
、

ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
も
何
だ
か
涙
が
出
て
き
て
泣
い
て
い
る

と
、
息
子
が
自
分
の
大
好
き
な
タ
オ
ル
を

私
に
く
れ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
泣
け
て
き

て
息
子
を
抱
き
し
め
て
謝
り
ま
し
た
。
私

は
、
も
う
絶
対
こ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
は
し

な
い
！
と
と
て
も
後
悔
し
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
口
か
ら
ほ
か
の
子
は
ほ
か
の
子
で
、

う
ち
の
子
は
う
ち
の
子
だ
！
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
ま
わ
り
ば
か
り

気
に
す
る
タ
イ
プ
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

●

そ
れ
は
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
、
息
子
は
「
ス
ト
ッ
プ
ー
」
と
言
っ

て
も
止
ま
ら
ず
走
り
回
り
、
祖
父
母
と
の

お
散
歩
が
大
好
き
な
子
に
な
り
ま
し
た
。

今
思
う
と
あ
の
時
無
理
や
り
歩
か
せ
よ
う

と
す
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
小
さ
い
う

ち
は
だ
っ
こ
が
人
事
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
言
葉
も
遅
か
っ
た
の
に
、
今
で
は
必

要
以
上
に
し
ゃ
べ
り
ま
す
。
何
で
も
あ
せ

っ
ち
ゃ
だ
め
だ
っ
て
今
ご
ろ
に
な
っ
て
わ

か
り
ま
し
た
。

　
来
年
か
ら
私
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕

事
を
し
、
息
子
は
保
育
園
へ
通
わ
せ
ま
す
。

保
育
園
で
お
友
達
を
作
れ
る
か
心
配
で
す

が
、
か
た
く
な
ら
ず
に
見
守
り
た
い
で
す
。

世
の
中
に
は
私
み
た
い
に
育
児
に
対
し
て

不
安
な
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

気
長
に
教
え
て
時
が
く
れ
ば
、
下
手
だ
っ

た
ス
プ
ー
ン
使
い
も
、
ト
イ
レ
も
、
自
然

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
子

な
り
の
ペ
ー
ス
で
と
も
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
愛
情

を
注
い
で
あ
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
。
大
切
な
息
子
だ
か
ら
。

｜

●

小野　昭子・23歳

．うちの子はうちの子!
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福
岡
町
の
郵
便
局
交
差
点
東
辺
り
か
ら

ト
心
‥
八
幡
宮
前
に
ｈ
る
坂
道
を
通
称
「
道

場
坂
」
と
い
い
ま
す
。
「
道
場
」
と
は
、

寺
院
を
指
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
近

く
に
あ
っ
た
土
呂
本
宗
寺
に
ち
な
む
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
本
宗
寺
は
福
岡
町
と

上
地
町
が
「
寺
内
町
」
で
あ
っ
た
十
五
世

紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
町

の
中
心
と
な
っ
て
い
た
お
寺
で
す
。
土
呂

寺
内
町
は
、
多
く
の
寺
々
と
１
二
百
軒
も

の
家
々
が
立
ち
並
ん
で
い
た
と
も
い
い
、

当
時
西
三
河
の
中
心
都
市
の
。
つ
で
し
た
。

　
本
宗
寺
の
本
堂
の
正
確
な
位
置
に
つ
い

は　て

　｀　は

一
。
つ
の
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

　
λ
ど
う
や
１

御
堂
山

（
現
在
の
御
常
山
教
会
の
位

置
）
と
い
う
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
御
坊

山
（
現
在
の
字
南
御
坊
山
の
土
呂
八
幡
宮

境
内
に
あ
た
る
　
※
図
参
照
）
と
い
う
も

の
で
す
。
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
寺
内
町
の

様
子
を
よ
く
伝
え
る
「
土
呂
山
畠
今
昔
実

録
」
に
は
、
本
宗
寺
は
御
堂
山
に
あ
っ
た

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

近
年
編
さ
ん
さ
れ
た
い
新
編
福
岡
町
史
じ

は
、
御
坊
山
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
内
町
の
ほ
と
ん
ど
が
北
陸
や
畿
内
に

あ
り
ま
し
た
が
、
中
心
寺
院
の
遺
跡
（
現

存
も
含
む
）
に
は
、
御
堂
か
御
坊
か
ど
ち

ら
か
一
つ
の
地
名
‥
か
通
称
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か

坊
と

一つ

じ

よ

ｰ
一

一ﾉ|

道

場

し
福
岡
町
に
は
二
つ
と
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
字
御
堂
山
と
字
南
御
坊
山
は
、
道
場
坂

を
は
さ
ん
で
隣
接
し
、
と
も
に
寺
内
町
の

中
心
区
域
で
し
た
。
ど
ち
ら
で
も
良
さ
そ

う
で
す
が
、
寺
内
町
の
性
格
を
考
え
る
ヒ

で
な
い
が
し
ろ
に
で
き
ま
せ
ん
。
福
岡
町

の
始
ま
り
は
、
土
呂
寺
内
町
で
し
た
。
ど

ち
ら
か
わ
か
る
こ
と
に
よ
り
、
寺
内
町
の

様
子
、
ひ
い
て
は
当
時
の
岡
崎
周
辺
の
あ

り
さ
ま
を
推
定
す
る
考
え
方
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
ど
ち
ら
に
軍
配
を
上
げ
る
か
早
急

な
結
論
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、
御
堂
・
御
坊
・

道
場
の
地
名
か
ら
、
福
岡
町
の
誕
生
を
か

い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
岡
崎
地
方
史
研
究
会

土呂本宗寺寺内絵図（土呂八幡宮蔵）

奥
田
敏
春
）

払

｀９

●
このコーナーでは、料理・

ペット・植物・骨とうな

ど、各ご家庭自慢の写真

を募集しています。コメ

ントをそえて、ご応募く

ださい（あて先は左のク

イズと同じです）。

　おじいちゃんの家に遊びに行くと、カメラ好きのおじい

ちゃんが写真をいっぱい搬ってくれます。

　今日もカメラに向かってハイボーズ、バンザーイ！

榊原　奈加子さん

(竜泉寺町)

　　　一一一一一一一一-一一一一--‥
｢ヰ言言迦岬

●

増田哲也くん(2歳)

・
ニ
問
題

表
紙
の
写
真
は

　
　
　
　
　
何
公
園
の
紅
葉
？

　
　
　
　
　
　
（
１
２
月
2
7
日
必
着
）

巾役所広報課広報班まで。はが

きは･人一-葉とし、£解むの巾

から5人のかたに図I}券を贈比。

　m月口りの応^f総数は156

人で､抽選の結果､磯谷住r(笑

合町)、井土康r-(｡h'lU)｡近藤

占男(欠作町)､辰巳可奈(欠町)、

鶴原和代(細川町)の皆さんに

図占券を送ります。

　　10月1日号の答：自然体験

圃市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日
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も
よ
お
し
・
こ
う
ざ

’ここ「

り心

●●●j゛1!ll

　
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館

　
館
蔵
優
品
展
「
刀
剣
」
開
催
中
！

　
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
で
は
、
館
蔵
資

料
の
中
よ
り
、
室
町
時
代
の
古
刀
か
ら
現
代
に

ま
で
及
ぶ
三
河
の
刀
工
作
品
を
中
心
に
、
2
1
□

の
刀
剣
を
展
示
し
た
館
蔵
優
品
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

▼
会
期
／
１
月
1
4
日
㈹
ま
で
▼
休
館
日
／
年
末

年
始
（
1
2
月
2
9
日
～
「
－
月
１
日
」
▼
開
館
時
間

／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時

3
0
分
ま
で
）
▼
会
場
／
三
河
武
士
の
や
か
た
家

康
館
　
特
別
展
示
室
▼
観
覧
料
／
大
人
（
中
学

生
以
上
）
三
百
五
十
円
　
小
人
（
５
歳
以
上
）

二
百
円

●

料※

一一

Ｔ
．
－
　
　
　
　
〇
　
一
Ｎ

　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学
生
以
下
は
無

で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
。

　
年
賀
状
を
作
成
体
験
し
よ
う
！

　
市
役
所
南
隣
に
あ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
で
は
、
冬
休
み
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
た

ち
に
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
簡
単
な
操

作
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
年
賀
状
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
印
刷
体
験
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー

ム
感
覚
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
習
得
で
き
る
ソ
フ

ト
も
取
り
そ
ろ
え
ま
し
た
。

▼
利
用
期
間
／
ｐ
月
２
日
側
～
ご
ば
｝
Ｗ
（
第
１
・

３
土
・
日
曜
及
び
2
3
日
冊
は
休
館
）
▼
参
加
料

／
無
料
（
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
、
年
賀
状
作
成

体
験
で
必
要
な
は
が
き
な
ど
は
各
自
持
参
。
原

則
と
し
て
、
は
が
き
な
ど
の
印
刷
は
１
人
2
0
枚

ま
で
）
▼
利
用
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
（
土
・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

Ｉ
Ｔ
推
進
課
－
Ｔ
対
策
班
：
＜
2
3
・
6
7
9
2

　
お
は
な
し
シ
ア
タ
ー
が
や
っ
て
く
る

▼
日
時
／
り
片
薗
竺
回
　
第
１
一
部
＝
午
前
1
1
時
、

第
２
部
Ｈ
午
後
２
時
▼
場
所
／
市
立
図
書
館
３

階
会
議
室
▼
内
容
／
第
「
‐
一
部
＝
人
形
劇
「
ぐ
り

と
ぐ
ら
の
お
き
ゃ
く
さ
ま
」
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
「
サ
ン
タ
の
お
ま
じ
な
い
」
ほ
か
、
第
２
部
＝

●

暗
や
み
で
光
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
ち
い
さ
な

く
れ
よ
ん
」
大
型
紙
芝
居
「
ぞ
う
の
は
な
は
な

ぜ
な
が
い
」
ほ
か
▼
出
演
／
第
「
‐
‘
部
＝
岡
崎
こ

ど
も
の
本
研
究
会
有
志
、
サ
サ
ユ
リ
　
第
２
部

＝
愛
知
学
泉
短
期
大
学
家
政
科
図
書
館
研
究
ゼ

ミ
▼
入
場
料
／
無
料
　
※
　
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
参
加
希
望
の
か
た
は
、
当
日
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
立
図
書
館
図
書
班
ｃ
＜
5
1
・
2
2
5
1

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

記念撮影をしてみてはいかがですか？

▼
日
時
／
1
2
月
1
4
日
倒
　
午
後
４
時
～
５
時
3
0

分
▼
場
所
／
岡
崎
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
交
流

広
場
▼
内
容
／
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
今
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
初
め
て
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

●

へ応

芦

ヨ
ン
の
点
灯
式
を
行
い
ま
す
。
南
中
学
校
二

根
小
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
・
合
唱
部
に

よ羽

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
や
温
か
い
飲
み
物
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
１
ｃ
＜
7
2
・
5
1
1
1

　
奥
殿
陣
屋
の
催
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
‐
－

奥
殿
陣
屋
恒
例
　
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
　

　
閣
の
中
を
電
飾
で
華
や
か
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
夜
の
奥
殿
陣
屋
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
1
2
月
1
4
日
出
～
2
5
日
伽
　
午
後
５
時

3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
　
※
　
夜
店
　
1
2
月
2
1
日
出

～
2
3
日
冊
　
午
後
５
時
3
0
分
～
９
時

金
鳳
亭
冬
の
メ
ニ
ュ
ー

「
五
目
釜
飯
」
▼
期
間
／
1
2
月
１
日
脚
～
平
成

1
5
年
４
月
辺
洪
閃
▼
内
容
／
鶏
肉
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ゴ
ボ
ウ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ナ
ル
ト
、
油
揚
げ
の

釜
飯
、
お
吸
い
物
、
有
馬
煮
（
ア
ユ
）
、
煮
物
、

酢
和
え
、
練
製
品
、
果
物
の
６
品
▼
価
格
／
千

円　
「
赤
米
お
こ
わ
」
（
数
量
限
定
）
　
▼
内
容
／
吸
い

物
、
果
物
、
漬
け
物
▼
価
格
／
五
百
円

　
「
陣
屋
弁
当
」
　
ｙ
価
格
／
千
五
百
円
か
ら

※
　
1
0
人
以
上
の
団
体
は
、
電
話
予
約
も
で
き

ま
す
。

　
　
書
院
の
メ
ニ
ュ
ー

「
抹
茶
」
（
生
菓
子
つ
き
）
四
百
円

「
抹
茶
ぜ
ん
ざ
い
」
（
白
玉
入
り
）
＝
百
五
十
円

（
1
2
月
１
日
～
２
月
末
日
ま
で
）

1
2
月
の
骨
と
う
市

●

市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日Ｉ
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●

　
大
正
、
昭
和
の
昔
懐
か
し
い
生
活
用
具
を
中

心
と
し
た
骨
と
う
市
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
1
2
月
1
5
日
⑥
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
３
時
（
雨
天
中
止
）

　
正
月
用
手
作
り
松
竹
梅
寄
せ
植
え
製
作

▼
日
時
／
1
2
月
1
4
日
出
　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
▼

会
費
／
三
千
五
百
円
（
材
料
費
を
含
む
）
　
▼
募

集
人
員
／
2
0
人
。
々
申
込
方
法
／
1
2
月
３
日
㈲
か

ら
電
話
で
申
込
み
（
先
着
順
）
。

※
　
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
と
き
は
翌
日
）

－
奥
殿
陣
屋
≪
4
5
・
7
2
3
0

岡
崎
市
医
師
会

健
康
教
育
講
座

▼
日
時
／
1
2
月
1
5
日
日
　
午
前
1
0
時
～
正
午
▼

場
所
／
岡
崎
市
医
師
会
館
講
堂
（
竜
美
北
二
丁

目
四
番
地
）
▼
テ
ー
マ
／
「
た
ん
ぱ
く
尿
・
血

尿
を
指
摘
さ
れ
た
ら
」
▼
講
師
／
岡
崎
市
民
病

院
腎
臓
内
科
部
長
　
高
山
公
洋
▼
入
場
料
／
無

料
（
参
加
自
由
）

町
峰
市
医
師
会
ｃ
＜
5
2
・
1
5
7
1

　
平
成
1
4
年
度

　
（
第
４
期
生
１
月
～
３
月
）

　
「
－
Ｔ
学
習
」
講
座
受
講
生
募
集

　
職
業
能
力
向
上
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
実
施
場
所
／
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
羽
根
町
）
▼
応
募
資
格
／
求
職
者
▼
受
講
料

／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）
▼
開
講
コ
ー

ス
／
①
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス
（
初
め
て
パ
ソ

コ
ン
に
触
れ
る
か
た
）
②
ワ
ー
ド
基
礎
コ
ー
ス

③
エ
ク
セ
ル
基
礎
コ
ー
ス
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

入
門
コ
ー
ス
（
簡
単
な
日
本
語
入
力
が
で
き
る

か
た
）
　
▼
時
間
／
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
▼
内
容
／
・
一
日
に
６
時
間
の

授
業
を
３
日
間
（
全
1
8
時
間
）
行
う
▼
募
集
人

●

｜

員
／
各
コ
ー
ス
と
も
、
毎
回
2
0
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
方
法
／
往
復
は
が

き
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
生
年
月
日

⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
⑦
希
望
コ
ー
ス
⑧
受
講
希

望
日
程
（
第
２
希
望
ま
で
）
を
記
入
し
て
、
〒

4
4
4
・
：
0
8
1
4
　
市
内
羽
根
町
字
小
豆
坂
一
一

七
番
地
三
　
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
ヘ

フ
申
込
期
限
／
1
2
月
1
6
日
㈲
当
日
消
印
有
効

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
コ
ー
ス

２３

１
１
／
／
　
　
刈
ｗ
ｍ
ｔ
ｍ
’
　
　
＾
Ｓ
　
*
　
　
ｃ
ｏ
Ｓ

２
／
2
6
伽
・
2
7
困
・
2
8
㈲

３
／

1 3
困
・

1 4
廊
・

1 5
附
一

エ
ク
セ
ル
基
礎
コ
ー
ス

２３４５

－

６

１
／
2
2
㈲
T
2
3
㈲
・

２
／
1
9
團
・
2
0
團
Ｔ

３
／
３
㈲
・
４
固
・

３
／
６
團
・
７
童
・

３
／
2
0
床
∵
2
1
鹿
・

３
／
2
7
固
・
2
8
廊
・

　
　
　
ワ
ー
ド
基
礎
コ
ー
ス

２

2
4
廊

－
2
1
窟

－５
團

１８
山

－
2
2
出

12
9
出

１
／
1
5
團
・
1
6
困
・
1
7
廊

２
／
1
2
團
・
1
3
俐
・
1
4
㈲

３
　
　
３
／
1
0
側
・
1
1
固

1
1
4
　
3
／
2
4
側
ｃ
ｕ
5
㈹

パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス

諮詣

１
　
１
／
８
伽
・
９
困
・
1
0
童

２
　
２
／
５
團
・
６
俐
・
７
廊

３
　
３
／
ｒ
-
ｇ
　
.
　
０
０
８
脚
・
1
9
㈲

-- -
- - 一 一-

▼
そ
の
他
／
①
過
去
に
受
講
し
た
コ
ー
ス
は
再
　
一

受
講
の
申
込
み
不
可
。
応
募
・
‐
コ
ー
ス
に
つ
き

１
通
と
す
る
。
②
応
募
要
項
は
、
市
役
所
２
階

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
無
料
開
放
の
ご
案
内

①
１
月
と
２
月
は
、
毎
週
火
、
土
及
び
日
曜
日

一 一

に
、
３
月
は
毎
週
日
曜
日
の
み
午
前
９
時
～
午

後
５
時
ま
で
開
放
し
ま
す
。
②
内
容
＝
指
導
員

・
－
人
が
常
駐
し
て
簡
単
な
操
作
指
導
を
し
ま
す
。

岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

2
5
2
◆
４
″
０
１
１

-

入場者３万Å突破！

ピーターラビットの世界
－

世界巡回展一出版100年記念
ヴィクトリア＆アルバート美術館秘蔵原画日本初公開

●

－
―

－
―

●

　この展覧会は、ワシントンのスミソニアン博物館で大好評開催後、

ニューヨーク、そして岡崎にやってきた全国でも話題の展覧会です。

　岡崎でも開催中盤に３万人を超えるたくさんのかたに観覧いただ

きました。遠くは北海道からもご来館いただき、ピーターラビット

の人気の高さと、この展覧会の反響の大きさには驚かされます。

　ご来館の皆さんが□をそろえて言われるのは、原画が想像以上に

美しくて感動されたということです。これらの原画は、あま○にも

貴重でデリケートなため、イギリス本国でも、ほとんど公開される

ことがあ○ません。それが日本で83点も公開されることは快挙だ

といわれています。またとないこの機会にぜひご覧ください。

■開催期間・時間／～１月13日（祝）午前９時～午後４時30分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入館は午後４時まで）

■会場／おかざき世界子ども美術博物館

圖休館日／毎週月曜日、祝日の翌日（12月24日（火）は開館）、

　　　　　12月28日～１月３日

■入館料／大人（高校生以上）300円

　　　　　小人（小・中学生）100円（市内の小中学生は無料）

　　　　　　　おかざき世界子ども美術博物館S53・3511

－
－

-
-- ---

--

おかざき2002年(平成14年)12月1日囮市政だより
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1
2
月
2
1
日
出
、
2
2
日
日
に
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ

ン
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
に
入
場
さ
れ
た
か
た
に

楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

2
1
日
出

　
「
ド
キ
ド
キ
★
運
だ
め
し
」
＝
午
前
1
1
時
～
、

午
後
２
時
～
の
２
回
　
「
わ
た
菓
子
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
＝
午
前
1
1
時
～

ｔ
″

Ｑ
μ
．

１

環
境
改
善
課
自
然
保
護
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
8
8

　
ア
イ
ス
フ
ェ
ス
タ
’
m
2
0
0
2

　
　
’
氷
の
世
界
は

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！
‘

れ
い
ホ
ー
ル
（
朝
日
町
）
▼
内
容
／
①
事
例
発

表
「
香
山
の
里
」
か
ら
学
ぶ
（
奥
殿
小
学
校
６

年
生
）
②
ア
ニ
メ
映
画
　
愛
華
ち
ゃ
ん
の
地
球

の
秘
密
▼
募
集
人
員
／
一
Ｕ
人
（
先
着
順
）
▼
入

場
料
／
無
料
▼
そ
の
他
／
申
込
み
不
要
。
当
日

会
場
に
て
直
接
受
け
付
け
ま
す
。

　
こ
ど
も
環
境
映
画
祭

　
　
～
地
球
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

▼
日
時
／
1
2
月
2
1
日
倒
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
（
午
後
１
時
開
場
）
▼
場
所
／
岡
崎
市
せ
き

親
子
ふ
れ
あ
い
陶
芸
教
室

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
作
ろ
う

▼
日
時
／
１
月
1
1
日
、
２
月
８
日
（
土
曜
日
計

市
体
育
協
会
：
＜
5
3
・
7
6
４
4

　
北
部
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

ｖ
日
時
／
１
月
1
1
日
～
３
月
1
5
日
の
毎
週
土
曜

日
（
９
回
）
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
▼
場

所
／
岡
崎
信
用
金
庫
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
欠
町
）

▼
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
中
学
生
▼

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③

性
別
④
学
校
名
・
学
年
⑤
保
護
者
氏
名
⑥
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
仰
…
0
8
5
4
　
市
内
六

名
本
町
七
番
地
　
市
体
育
協
会
「
北
部
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
」
係
へ
ｙ
参
加
料
／
六
千

三
百
円
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）
万
申
込
期
限

／
1
2
月
2
0
日
廊
亨
問
い
合
わ
せ
先
／
岡
崎
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
　
山
本
宅
ｃ
＜
6
3
・
3
5
2
3

桑谷山荘の催し
　クリスマスディナーバイキング

　今年のクリスマスはロックでご家族、ご友人と楽しみま

せんか。ケーキ食べ放題、サンタクロースのプレゼントも

あります。

１日時／^^月15日（日）午後６時～８時

■料金／大人3,500円、小学生以下1.200円（サービス料･税込）

・内容／●ベンチャーズコピーバンドの生演奏

　・20 種類以輿口入ニュー（和う羊・中）飲物多種

　・展望風呂（柚子湯実施中）無料

　・無料送迎バス運行（東岡崎駅南口発：午後５時→本宿

　駅経由：午後５時40分ごろ　山荘発：午後8時]0分［本

　宿駅経由東岡崎駅南□］）

■申込方法／^2月８日（日）午前９時から電話で受付け。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（先着100人）
　柚子湯で風邪予防

　12月22日は冬至です。柚子湯で風邪予防しましょう。

■期間／12月15日（日ト22日（日）

・入浴時間／午前11時～午後8 時（宿泊のかたは午後４

　時～lO時30分・午前６時30分～9時）

　長命そばで年越しを

　沖縄（与那国島）直送の長命草入りです。（桑谷山荘直販）

■実施日／12月26日（村～31日（火）

■料金／700円（税別）そばかりんとう付

市
体
育
協
会
：
＜
5
3
・
7
6
4
4

　
第
2
0
回
岡
崎
市
居
合
道
大
会

▼
日
時
／
1
2
月
刀
　
　
日
日
　
午
前
９
時
3
0
分
開
会

式
▼
場
所
／
岡
崎
中
央
総
合
公
園
武
道
館

　
2
2
日
蝕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
ビ
ン
ゴ
大
会
」
＝
午
前
1
1
時
～
、
午
後
２
時

～
の
２
回
　
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

＝
午
前
1
1
時

　
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

▼
開
場
期
間
／
３
月
2
1
日
冊
ま
で
（
1
2
月
3
1
日

と
１
月
１
日
は
休
場
）
▼
開
場
時
間
／
平
日
（
月

～
金
）
・
：
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時
、
土
・
日
・

祝
祭
日
及
び
小
中
学
校
の
冬
休
み
期
間
中
・
：
午

前
９
時
～
午
後
７
時
▼
使
用
料
／
大
人
六
百
円
、

小
人
（
中
学
生
以
下
）
三
百
円
▼
貸
靴
料
／
四

百
円
▼
そ
の
他
／
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
百
円

　「元旦甘酒」プレゼント

　初日の出を、眺望豊かな桑谷山荘（展望台）でご覧に

なりませんか。先着200人様に甘酒のサービスをいた

します。

■実施日／I月1 Eﾖ蜘　午前フ時～

　「七草がゆ」で無病息災を

　春の七草を調理した「七草がゆ膳」をご賞味ください。

　　（要予約）

・実施日／I月フ日㈹

■時間／午前11時～午後z時

・料金／800円（税別）紅白もち付

■特典／昼食利用者は展望風呂入浴無料

　☆ご存知ですか？桑谷山荘の各種プラン

　★『会席料理と飲み放題』忘・新年会に

　★E宿泊会議パック』各種研修に

　★['とくとく納得プラン』ご友人などとご昼食に

　詳しくは桑谷山荘までお問い合わせください。

｀*V‥- -I―。

桑谷山荘からの眺望

j,4S^ff･n,

国民宿舎桑谷山荘2:48・285 5

市政だよりおかざき2002年(平成14年)^2月日固
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一
息
μ

図

●

２
回
）
　
午
後
１
時
3
0
分
～
▼
場
所
／
南
部
市

民
セ
ン
タ
ー
第
４
講
習
室
▼
内
容
／
１
月
1
1
日

に
親
子
で
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
作
り
、

２
月
８
日
に
下
絵
付
け
・
粕
薬
が
け
を
し
ま
す
。

▼
講
師
／
野
津
明
代
氏
▼
対
象
・
募
集
人
員
／

小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年
生
と
そ
の
保
護

者
1
2
組
計
2
4
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
教
材
費
／
１
組
六
百
円
▼
申
込
方
法
／
往
復

は
が
き
に
①
講
座
名
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
お

二
人
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
年
齢
（
学
年
も
）
、

性
別
⑤
職
業
、
学
校
名
⑥
電
話
番
号
を
、
返
信

用
は
が
き
の
あ
て
先
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
〒
弼
：
0
8
1
3
　
市
内
羽
根

町
字
責
登
野
一
五
番
地
　
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
▼
申
込
期
限
／
1
2
月
2
1
日
出
必
着

※
　
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

南
部
市
民
セ
ン
タ
１
ｃ
＜
5
1
・
1
5
7
9

　
平
成
1
5
年

　
岡
崎
市
新
成
人
を
祝
う
会

▼
日
時
／
１
月
1
3
日
冊
　
受
付
＝
午
前
９
時
3
0

分
～
、
開
始
＝
午
前
1
0
時
、
終
了
＝
正
午
▼
場

所
／
岡
崎
中
央
総
合
公
園
体
育
館
▼
対
象
／
昭

和
5
7
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
8
年
４
月
・
－
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
か
た
▼
そ
の
他
／
当
日
会
場
へ

新
成
人
を
祝
う
会
案
内
状
（
1
2
月
中
旬
発
送
予

定
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
案
内
状
は
平
成
1
4

年
1
2
月
１
日
現
在
で
岡
崎
市
の
住
民
基
本
台
帳

な
ど
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
へ
、
郵
送
し
ま

す
▼
臨
時
バ
ス
を
ご
利
用
の
か
た
／
行
き
（
名

鉄
東
岡
崎
駅
発
）
⑧
番
の
り
ば
、
午
前
９
時
、

午
前
９
時
3
0
分
／
帰
り
（
市
民
球
場
東
側
発
東

岡
崎
行
）
午
後
零
時
2
0
分
、
午
後
１
時
／
臨
時

バ
ス
は
、
途
中
、
康
生
町
、
龍
田
公
園
前
、
中

伝
馬
に
停
車
し
ま
す
▼
送
迎
の
か
た
／
当
日
は
、

道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
丸
山
町
方

面
、
田
口
町
方
面
か
ら
の
進
入
路
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●

青
少
年
女
性
課
青
少
年
班
ｃ
＜
2
3
・
6
2
2
1

　
中
国
語
講
座
受
講
生
募
集

　
初
心
者
向
け
中
国
語
講
座
開
講
！

▼
内
容
／
日
常
会
話
の
基
礎
（
中
国
語
に
慣
れ

親
し
む
）
、
中
国
文
化
・
慣
習
の
紹
介
・
経
済

交
流
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

知
識
学
習
▼
期
間
／
１
月
1
4
日
～
３
月
2
5
日
の

毎
週
火
曜
日
▼
時
間
／
午
後
７
時
～
８
時
（
祝
・

祭
日
は
除
く
1
0
日
間
）
▼
場
所
／
岡
崎
商
工
会

議
所
5
0
3
会
議
室
▼
講
師
／
三
合
文
化
産
業
顧
問

　
田
恩
国
氏
▼
募
集
人
員
／
1
8
人
（
先
着
順
、

最
少
催
行
４
人
以
上
）
▼
受
講
料
／
一
万
五
千

円
▼
申
込
方
法
／
商
工
会
議
所
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
を

添
え
て
1
2
月
2
4
日
脚
ま
で
に
直
接
、
岡
崎
商
工

会
議
所
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

岡
崎
商
工
会
議
所
Ｃ
＜
1
5
3
・
6
1
6
3

●

●

岡
崎
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
平
成
1
5
年
１
月
～
３
月
講
座
予
定
）

▼
講
習
場
所
／
岡
崎
市
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
南
隣
）
３
Ｆ
パ
ソ
コ
ン
研
修

室
▼
募
集
人
員
／
2
4
人
（
実
践
デ
ジ
カ
メ
入
門

は
2
0
人
）
▼
申
込
方
法
／
1
2
月
1
0
日
叫
　
午
前

1
0
時
か
ら
先
着
順
に
受
付
。

来
社
で
も
電
話
で

も
受
付
で
き
ま
す
▼
受
付
場
所
／
岡
崎
情
報
開

発
セ
ン
タ
ー
（
岡
崎
市
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
４
階
：
＜
2
6
・
2
7
1
1
）

岡
崎
市
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

S
2
8
◆
９
」
７
１
１

コース名 講　座　名 備　考 開始日 回数 曜日 時間 講座料金

Ｊ

W031AA ワード入門 文書作成
　　　　　　　　一一表計算

1/7 10 火･金
一
火･金

朝 ￥25.000

E031CA エクセル入門 　1/7
一
　1/9

８ 夜 ￥24､000
-
＼29.000E031AA エクセル入門 表計算

　　　　　一文書作成

10 月･木
一
月･木

朝
一夜W031CA ワード入門 1/9

-
1/11

８
　－２

￥21.000

P031DA パワーポイント プレゼンテーション 土･日 朝昼
一
朝昼

￥16.000

E031DA エクセル入門 表計算 1/25 ２ 土･日
一
火･金

￥19,000

E032CC エクセル中級 表計算応用 　2/4
J
　2/8

　-2/10

６

一一
２

夜 ￥19,000

W032DA ワード入門 文書作成 土･日 朝昼 ￥16,000

　-￥16,000WQ32CC ワード中級 文書作成 ６ 月一木

-一一
火･金

夜

D032AA 実践デジカメ入門 撮影･編集 2/18 ４
　－３

朝 ￥10,000

H032AA 速習ホームページ作成 文字画像リンク 2/20
－-
2/22

月･木 朝 ￥10.000
－　一一
￥15.000M032DA パソコン基礎&インターネット初心者向き ２ 土･日 朝昼

M033AA パソコン基礎＆インターネット初心者向き 3/3 　６

=　６

月･木
一
月･木

朝 ￥15,000

M033CA パソコン基礎＆インターネット初心者向き 3/3 夜 ￥15,000

E033CA エクセル中級 表計算応用

　　　　　一撮影･編集

3/4 ６ 火･金 朝 ＼19,000

D033CA 実践デジカメ入門 3/4 ４
－２

火･金 夜 ￥10,000

E033DA エクセル入門 表計算 3/8 土･日 　朝昼
－　一　朝昼

￥19.000

P033DA パワーポイント プレゼンテーション3/22 ２ 土一日 ￥16.000

N033AA 速習はがき作成 あて名･唆面作成 　3/24
一一
　3/24

３ 月･木 朝 　￥9,000
-

　￥9,000N033CA 速習はがき作成 あて名･裏面作成 ３ 月･木 夜

講座時間／朝＝午前9時30分～Ｕ時40分朝昼こ午前9時30分～午後4時30分夜＝午後60m分～8時40分講座時間／朝＝午前9時30分～11時40分
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細
川
さ
わ
や
か
交
流
館

　
樹
木
剪
定
研
修
受
講
生
募
集

　
細
川
さ
わ
や
か
交
流
館
（
細
川
学
区
市
民
ホ

ー
ム
隣
接
）
で
は
、
樹
木
剪
定
研
修
の
受
講
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

日程 募集人員 教材費等 内容

　①1/15因
　②1/17廊

　③l/20{月)
　④レ22(*)

　⑤l/24廊
　　全5回

　午前10時
　　～午後3時

－－　　　一一一

20人
　2.000円
　(実費分)

-一一

樹木剪定の亙
知識の講義、

木の剪定、匹
目垣づくり口
習などを通し

その技術を修
するための投
編。

^材費等 内容 驚ｒ 乳誘

?.000円
実費分）

一一　－

樹木剪定の基礎
知識の講義、低

木の剪定、四つ
目垣づくりの実
習などを通して

その技術を修得
するための初級
編。

12月20日

　　肺

筆記用具軍手、
タオルなど作業
に適した服装で

お願いします。
剪定バサミなど

がありましたら
お持ちくださ
い。

▼
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
全
日
程
参

加
可
能
な
か
た
（
前
回
さ
わ
や
か
交
流
館
で
受

講
さ
れ
た
か
た
は
除
く
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
ｙ
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
①
細

川
樹
木
剪
定
研
修
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
、
返
信

用
は
が
き
の
表
面
に
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
、

郵
便
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
〒
仰
・
：
８
６
０

●

１
へ

　○

市
役
所
青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班

青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班

2
2
3
・
6
2
2
2

新
米
コ
ッ
ク
ー

お
と
こ
の
料
理
教
室
Ⅱ

～
初
め
て
だ
っ
て
簡
単
！
簡
単
！

思
い
切
っ
て
キ
ッ
チ
ン
に
入
ろ
う
～

▼
日
時
／
・
－
月
1
9
日
・
2
6
日
、
２
月
２
日
　
　

日
・
2
3
日
の
各
日
曜
日
　
午
前
1
0
時
～
正
午
（
１

５
回
）
▼
会
場
／
働
く
婦
人
会
館
「
伊
賀
新
町
一

▼
内
容
／
調
理
器
具
の
使
い
方
、
材
料
の
切
」

り一計16

方
、
だ
し
の
取
り
方
な
ど
の
基
礎
か
ら
学
び
ま

す
。日　程 内　　　　容

①1月19日(日)
　　午前lO時～正午

｢豆腐料理□

豆腐ステーキ、フルーツサラダ、白菜とハムのス

②1月26日(日)
　　午前lO時～正午

｢肉料理円

ビーフストロガノフ、ポテトサラダ、きのこスー

●

③2月2日(日)

　　午前lO時～正午
｢卵料理Ｕ
揚げ卵の野菜あんかじ

｢野菜・米料理！｣
てこね寿司、あいま七

④2月16日⑧

　　午前lO時～正午

(5)2月23日⑧
　　午前lo時～正午

「酒の肴―魚料理！」

信濃蒸し、ぶり大根、

「卵料理！」

揚げ卵の野菜あんかけ、煮浸し、粕汁

「野菜・米料理！」

てこね寿司、あいませ、若竹汁

信濃蒸し、ぶり大根、ぱりぱり春巻、焼きおにぎり

市内在住の英語圏外国籍市民向けの情報コーナー

Okazaki Information DECEMBER

　　　　　　　　　　　　　　　Beethoven's Ninth, the Japanese Way

　　In recent years.listeningto a performance of Beethoven's Ninlh Symphony has become a ycar's-end

traditionfor the Japanese. The reason f(r thisis not completely dear, but there are many theories.Some

speculateIhalilis because the end of the yearis when impoverished orchestramembers receive theirbonuses;

others thinka is because the Ninth Symphony is the song thatwas played to see off the studentswho went to

fightin World War ir,and laterlo memorialize thosewho perished.

　　The end of the year is when everyone pays off theirtabs(money owed to neighborhood shops and

restaurants)andlays in a supply of new consumable goods, so they can Stan afresh on New Year'sDay. This

has been theJapanese traditionf)rmany years;year'send is thetime fortakingcare of old businessand moving

on to the new year with a clean.freshfeeling.and Beethoven's Ninth certainlyhas thisfeelaboutit.

　　The Okazaki Culture Association will soon be hosting its own performance of Beethoven's Ninth

Symphony. We encourage you to takeadvantage of thisopportunityto celebrateyear'send as theJapanese do.

Date and Time: Sunday, December 15, 3:00 pm. Location: The Shimin Kaikan Auditorium (in Rokku-cho).

　　　　　　　　Conductor: Hiroshi Sekiya.

Performers Orchestra: Nagoya Philharmonic Orchestra.

　　　　　　　　Vocal: Okazaki Ninth Performance Group･

Tickets:reserved,4000 yen;unreserved,3000 yen (ticketswillbe sold atthe door as well).

Contact: 23-6432

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳:副*!際交流貝　ラモン･マシユー･エスカミヤ

●

●
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●

▼
講
師
／
管
理
栄
養
土
　
広
瀬
輝
美
氏
▼
対
象

／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
男
性
で
全
日
程
参

加
で
き
る
か
た
（
学
生
は
除
く
）
▼
募
集
人
員

／
3
6
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
、
た
だ

し
前
回
（
６
～
フ
月
）
受
講
し
て
い
な
い
か
た

を
優
先
）
７
教
材
費
／
三
千
円
▼
用
意
す
る
も

の
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
（
２
枚
）
、
筆
記
用

具
、
カ
メ
ラ
（
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
写
し
ま

す
）
ｙ
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
①
教
室
名

②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
⑥
職
業
（
返
信
用
は
が
き
に
も
住
所
・
氏

名
・
郵
便
番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
仰
・
：
8
6

0
1
　
市
役
所
青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画

班
へ
▼
申
込
期
限
／
1
2
月
Ｃ
Ｄ
日
衡
必
着

青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班

2
2
3
◆
6
2
2
2

　
女
性
の
た
め
の

　
ス
ピ
ー
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
Ⅱ

　
　
～
自
分
磨
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

▼
日
時
／
１
月
1
8
日
・
2
5
日
の
各
土
曜
日
　
午

後
「
一
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
▼
会
場
／
働
く
婦
人

会
館
（
伊
賀
新
町
）
▼
内
容
／
人
前
で
自
分
の

伝
え
た
い
こ
と
を
正
確
に
、
感
じ
良
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
会
話
表
現
術
を
学
ぶ
▼

●

講
師
／
Ｆ
Ｍ
お
か
ざ
き
制
作
事
業
部
長
　
大
野

晴
己
氏
▼
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女

性
（
学
生
は
除
く
）
▼
募
集
人
員
／
2
0
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
、
た
だ
し
前
回
（
５

月
）
受
講
し
て
い
な
い
か
た
を
優
先
）
▼
受
講

料
／
無
料
▼
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
①
講

座
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤

電
話
番
号
⑤
職
業
（
返
信
用
は
が
き
に
も
住
所
・

氏
名
・
郵
便
番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
岬
：
8

6
0
1
　
市
役
所
青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参

画
班
へ
▼
申
込
期
限
／
1
2
月
2
0
日
廊
必
着

青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班

2
2
3
・
6
2
2
2

　
お
い
で
ん
施
設
め
ぐ
り

　
参
加
団
体
募
集

　
市
の
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
行
政
の
姿
を
認

識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
な
ど
を

広
く
お
聴
き
す
る
た
め
の
施
設
見
学
会
を
行
い

ま
す
。

▼
見
学
コ
ー
ス
／
市
の
施
設
を
中
心
に
４
～
５

力
所
く
ら
い
の
見
学
先
を
選
び
、
コ
ー
ス
を
決

定
し
ま
す
▼
見
学
予
定
時
間
／
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
集
合
出
発
時
間
　
午
前
８
時
4
0
分
～

９
時
）
▼
対
象
／
3
0
～
4
0
人
の
団
体
申
込
み
に

●

限
り
ま
す
▼
受
付
／
1
2
月
1
3
日
脚
の
午
前
９
時

3
0
分
か
ら
1
0
時
ま
で
に
市
役
所
本
館
７
階
7
0
3
号

室
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
1
0
時
か
ら
抽
選
を

行
い
日
付
を
決
め
ま
す
。
な
お
、
抽
選
後
に
開

催
予
定
日
が
空
い
て
い
れ
ば
、
午
後
１
時
か
ら

教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
（
本
館
２
階
）
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
▼
参

加
費
／
無
料
（
入
場
料
・
拝
観
料
な
ど
が
必
要

な
場
合
は
参
加
者
で
負
担
）
▼
そ
の
他
／
①
集

●

合
地
（
１
ヵ
所
）
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
②
雨
天

で
も
行
い
ま
す
。
③
昼
食
は
参
加
団
体
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
④
軽
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⑤
市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

嘉

廻

３月
２
月

１
月
１

４

？

Ｒ

４昌

６昌

Jj

廊

競

詰

Ｍ

Ｍ

Ｍ

又

又

教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
広
聴
１
班

2
2
3
◆
6
4
9
1

　
第
５
回
子
育
て
講
座

▼
日
時
／
１
月
2
3
日
俐
　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分
▼
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
／
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
▼
講
師
／
日
本
３
Ｂ

体
操
協
会
講
師
、
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

兵
藤
ゆ
き
よ
氏
▼
募
集
人
員
／
5
0
人
▼
参
加
料

／
無
料
▼
中
込
方
法
／
電
話
で
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ヘ
▼
申
込
期
間
／
1
2
月
1
6
日
㈲
～
1
9
日

㈲
　
午
前
９
時
受
付
開
始

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
１
ｃ
＜
2
8
◆

0
7
0
6

2002i

異響TI

-

-

-
世帯数

174,310人 255人増

172,712人 284人増
一一
539人増347,022人

125,741世帯　　411世帯増

f　.|.･ -.｀｀.j-I7よ･｀l〃..｀7二-こ-.こ｀"'1-'‾゛ﾄﾞ回心回蚕/7

Ji

１ｒ-=二・．-りlrl〃四Z‘･','－‘ － －

区分 譲りたい人 必要な人

-
車　い　す 1件 8件

電動車いす O件 　o件

-　-
　o件手動ベッド １件

電動ベッド 3件　1　1件

※福祉機器を｢譲りたい人j r必要な人｣

　は登録してください。

※費用は有料の場合もあります。

二三⊇

jt⊆回ll回IFぎyl

-

平成14年
-

平成13年
一

比較

人身

事故
件数

死傷者

死者 負傷者
-

2.684人2.174件 6人 2.678人

2,235件 17人 2-656人・2.673人

61件 －11人 ＋22人 十11人

注:死冊数は,･μ故允心から2411}111!以内に死亡した人です。

[iaaii^TtTi^
ヨフJ

-

平成14年
一
平成13年
-

比較

総数 侵入犯 乗佃犯 非侵入犯
-

3,333件
一

3,011件
一
十322件

5,939件 948件 1,658件

5,283件 722件 1.550件

十655件 十226件 十108件

　　　　一二献血にご琴ください二

　゛昌武芸器品”

　　　s 23-6145
　m

　●献血は生仏二二千ｼﾀｰ゜

月一日(曜) 時　間 場　所
-

12月７日出 10:00～15:30
岡哺市菅工事業協同紹合(iI口3丁目}

12月9日面
9:00～11:00 あいち三河農業協同租合本店

13:00-15:00 スーパーマツパラ

12月16同月）
－一一^^月le日南

10:00～15:00 ユーストア洞iS

10:00～15:00 フジマート岡崎店
一一
ユーストア上和田庸12月19日附 10:00～15:00

12月25日凶 10:00～15:00 FEEL NEWS(不吹町)

岡崎献血ルーム（シビコ5階公25・6844）

受付時間10:00～13:00、14:00～17:45

（成分献血は10:00～12:00. 14:00～17:00）

休日毎週木曜日

･市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日



　
ハ
ン
グ
ル
講
座
受
講
生
募
集

　
初
め
て
の
か
た
向
け
の
入
門
講
座
も
あ
り
ま

す
。基

礎
・
入
門
・
初
級
・
応
用
コ
ー
ス

▼
期
間
／
１
月
2
0
日
～
４
月
2
8
日
の
毎
週
月
曜

日
▼
時
間
／
基
礎
・
：
午
後
１
時
1
0
分
～
２
時
2
0

分
、
入
門
…
午
後
２
時
3
0
分
～
３
時
4
0
分
、
初

級
…
午
後
６
時
2
0
分
～
７
時
3
0
分
、
応
用
…
午

後
７
時
4
0
分
～
８
時
5
0
分

　
入
門
・
中
級
コ
ー
ス

▼
期
間
／
１
月
1
5
日
～
４
月
2
3
日
の
毎
週
水
曜

日
▼
時
間
／
入
門
・
：
午
後
６
時
2
0
分
～
フ
時
3
0

分
、
中
級
・
：
午
後
７
時
4
0
分
～
８
時
5
0
分
（
各

コ
ー
ス
祝
祭
日
は
除
く
1
5
日
間
）
▼
場
所
／
岡

崎
商
工
会
議
所
5
0
3
会
議
室
（
５
階
）
　
▼
講
師
／

李
英
順
氏
▼
募
集
人
員
／
各
コ
ー
ス
1
8
人
（
先

着
順
）
▼
受
講
料
／
二
万
二
千
円
▼
申
込
方
法

／
商
工
会
議
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て
直
接
申

し
込
み
。

岡
崎
商
工
会
議
所
ｃ
＜
5
3
・
6
1
6
3

　
平
成
1
4
年
度

　
（
第
４
期
生
１
月
～
２
月
）

　
「
医
療
事
務
」
講
座
受
講
生
募
集

　
一
生
い
か
せ
る
資
格
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
る
、
や
り
が
い
の
あ
る
医
療
事
務
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

▼
場
所
／
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
羽

根
町
）
▼
受
講
料
な
ど
／
受
講
料
は
無
料
と
す

る
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
二
万
三
百
七
十
円

受
講
生
負
担
▼
開
講
コ
ー
ス
／
・
－
月
水
・
金
曜

日
コ
ー
ス
（
１
月
８
日
～
２
月
2
8
日
）
、
２
月

火
・
木
曜
日
コ
ー
ス
（
２
月
４
日
～
３
月
2
7
日
）
、

▼
内
容
／
①
各
コ
ー
ス
と
も
、
午
前
1
0
時
～
午

後
３
時
4
5
分
ま
で
５
時
間
授
業
を
1
6
日
間
（
全

8
0
時
間
）
　
▼
募
集
人
員
／
各
コ
ー
ス
と
も
1
0
人

と
す
る
（
定
員
超
は
抽
選
）
　
▼
申
込
方
法
／
往

●

復
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
生

年
月
日
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
⑦
受
講
希
望
コ
ー

ス
を
記
入
し
、
〒
仰
・
：
0
8
1
4
　
市
内
羽
根

町
字
小
豆
坂
一
一
七
番
地
三
　
岡
崎
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
▼
申
込
期
限
／
1
2
月
1
6
日
㈲

当
日
消
印
有
効
▼
そ
の
他
／
応
募
要
項
は
、
市

役
所
２
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
に
あ

り
ま
す
。

岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

2
5
2
◆
４
｛
０
１
１

　
在
職
者
対
象
訓
練
受
講
者
募
集

▼
日
時
／
２
月
８
日
出
、
９
日
脚
　
午
前
９
時

～
午
後
４
時
3
0
分
▼
場
所
／
県
立
岡
崎
高
等
技

術
専
門
校
（
美
合
町
）
▼
内
容
／
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

講
座
▼
対
象
／
在
職
労
働
者
▼
募
集
人
員
／
1
5

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
▼
受
講
料

／
二
千
三
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
無
料
）
▼
申
込

方
法
／
一
ヵ
月
前
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
①
講

座
名
②
氏
名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
生
年
月
日

⑥
電
話
番
号
⑦
勤
務
先
を
記
入
し
、
〒
仰
…
0

8
0
2
　
市
内
美
合
町
字
平
端
二
四
番
地
　
県

立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校
へ
。

　
碧
南
　
き
ら
き
ら
ウ
ォ
ー
ク

　
碧
南
・
冬
の
風
物
詩
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
下
、
「
き
ら
き
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
に
あ
な
た
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
百
円
グ
ル
メ
な
ど
各
会

場
で
の
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
も
、
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

Ｖ
日
時
／
1
2
月
2
3
日
蜘
　
午
後
５
時
～
９
時
甲

場
所
／
久
沓
公
園
～
芸
文
ホ
ー
ル
～
栄
町
交
差

点
～
碧
南
警
察
署
南
の
約
２
　
５
ｆ
・
マ
イ
ベ
ン
ト
・

出
店
会
場
／
久
沓
公
園
こ
云
文
東
駐
車
場
・
芸

文
ス
タ
ジ
オ
ー
キ
ネ
マ
通
り
・
栄
駐
車
場
な
ど
。

※
　
最
寄
り
の
駅
は
名
鉄
三
河
線
北
新
川
駅
、

●

碧
南
中
央
駅
で
す
。

碧
南
市
生
活
課
２
０
５
６
６
・
4
1
・
3
3
1
1

内
線
２
９
１
（
き
ら
き
ら
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
）
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岡
崎
市
新
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理

　
施
設
建
設
審
議
会
委
員
（
仮
称
）
を

　
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
板
田
町
地
内
に
新
一
般
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
（
焼
却
な
ど
の
施
設
）
の
建
設
を

●

予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
廃
棄
物

中
間
処
理
の
建
設
整
備
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
、
学
識
経
験
者
、
市
民
な
ど
、
幅
広
い
分
野

の
関
係
者
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
構
成
す
る
審
議

会
を
設
立
し
ま
す
。
施
設
の
在
り
方
を
協
議
・

検
討
し
て
い
た
だ
く
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
人
員
／
２
人
▼
応
募
資
格
／
市
内
に
１

年
以
上
在
住
ま
た
は
在
勤
の
満
2
0
歳
以
上
の
か

た
で
、
ご
み
の
焼
却
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

に
関
心
の
あ
る
か
た
▼
任
期
／
２
年
Ｔ
謝
礼
／

会
議
出
席
謝
礼
な
ど
を
予
定
Ｖ
応
募
方
法
／
小

論
文
「
将
来
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方
」
ま

た
は
「
ご
み
減
［
　
　
　
里
と
リ
サ
イ
ク
ル
］
（
千
字
程

度
）
を
書
き
、
市
販
の
履
歴
書
を
添
付
し
て
、

〒
仰
・
：
8
6
0
1
　
市
役
所
ご
み
対
策
課
総
務

班
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
７
応

募
期
限
／
1
2
月
1
6
日
剛
必
着

　
　
　
‐
　
　
　
　
～

ご
み
対
策
課
総
務
班
：
＜
2
3
・
6
2
0
7

　
岡
崎
都
市
計
画
の
決
定
に
つ
い
て

　
1
0
月
2
4
日
付
け
で
次
の
都
市
計
画
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

・
香
山
の
里
地
区
計
画

・
開
元
の
里
地
区
計
画

　
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
（
市
役
所
北
館
１

階
）
に
関
係
図
書
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
縦
覧

し
て
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課
計
画
１
班
：
＜
2
3
・
6
2
6
0

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
1
4
年
５
月
3
0
日
の
法
施
行
に
あ
た
り
、

次
の
工
事
に
つ
い
て
は
岡
崎
市
に
届
出
を
し
、

特
定
建
設
資
材
が
廃
棄
物
に
な
っ
た
物
に
つ
い

て
は
工
事
現
場
で
分
別
し
、
再
資
源
化
処
理
施

設
に
運
搬
し
、
再
資
源
化
す
る
こ
と
が
義
務
付

●

市政だよりおかさき2002年(平成14年)12月1日囮
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環
境
省
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　
調
査
へ
の
協
力
者
募
集
！

　
環
境
省
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
人
体
へ
の
影

印
】
に
つ
い
て
全
国
的
に
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
方
法
は
、
叩
、
、
リ
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
採
血
を
行

い
、
血
液
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
な
ど
を

組
＜
ｎ
ｍ
ｈ
課
技
術
班
：
＜
2
3
・
6
2
9
2

県
社
会
保
険
労
務
士
会
三
河
中
支
部

2
5
1
・
4
1
2
3

　
変
更
事
業
計
画
書
の
縦
覧

　
岡
崎
小
針
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更
事
業

計
画
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

甲
日
時
／
1
2
月
1
0
日
脚
～
2
3
日
喝
　
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
５
時
▼
場
所
／
組
合
指
導
課
（
市

役
所
北
館
３
階
）

　
無
料
年
金
・
労
務
相
談

▼
日
時
／
1
2
月
８
日
脚
　
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時
▼
場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
岡
崎
南
店
南
入
□
▼
内

容
／
生
年
月
日
に
よ
り
異
な
る
年
金
の
受
け
方
、

雇
用
保
険
と
の
調
整
、
健
康
保
険
、
労
務
相
談

な
ど
▼
主
催
／
社
会
保
険
労
務
士
会
三
河
中
支

部 働
く
婦
人
会
館
：
＜
2
3
・
2
9
6
3

建
築
指
導
課
庶
務
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
9
2

Ｖ
届
出
／
工
事
の
発
注
者
ま
た
は
自
主
施
工
者

は
工
事
着
手
の
七
日
前
ま
で
に
、
建
築
指
導
課

へ
指
定
の
様
式
に
従
い
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
建
築
指
導
課
に
あ
り
ま
す
。

　
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

Ｔ
日
時
／
1
2
月
2
1
日
出
　
午
後
２
時
～
４
時
ｙ

場
所
／
働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新
町
）
▼
対
象

／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性
▼
相
談
員
／

弁
護
士
　
加
藤
郁
江
氏
▼
申
込
方
法
／
予
約
制

＝
1
2
月
1
1
日
團
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
、
電
話
で

働
く
婦
人
会
館
ま
で
（
先
着
順
、
定
員
４
人
）
。

当
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
　
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
。

・
建
築
物
以
外
の
解
体
工
一

一
考
新
築
工
事
（
土
木

工
事
な
ど
）

五工

百事

万金
一一

工建
ヤ

新；

築

建
築
物
の
解
体工
事

一工9奏§

五１

市

以

工
事
の
種
類

規
模
の
基
準

！
‐
‐

．
対
象
工
事

つ
し

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
な
る
建
設
資
材

③
木
材

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
特
定
健
設
資
材

’
ｙ
Ｊ
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
改
善
課
公
害
防
止
班
：
＜
2
3
・
6
1
9
4

測
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
／
１
月
下
旬
の
土
曜
の
午
前
▼
場
所
／

岡
崎
市
内
の
医
療
機
関
（
日
時
や
場
所
に
つ
い

て
の
詳
細
は
未
定
で
す
が
、
協
力
者
に
は
後
日

ご
連
絡
し
ま
す
）
７
対
象
／
原
則
と
し
て
、
①

年
齢
1
5
歳
か
ら
6
9
歳
ま
で
②
岡
崎
市
に
1
0
年
以

上
居
住
し
て
い
る
こ
と
な
ど
ｙ
募
集
人
員
／
2
0

人
程
度
甲
申
込
方
法
／
は
が
き
で
①
氏
名
②
性

別
③
年
齢
④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
⑦
岡
崎

市
で
の
居
住
年
数
を
記
入
し
、
〒
4
　
1
4
・
：
8
6
0

1
‐
　
市
役
所
環
境
改
善
課
公
害
防
止
班
へ
甲
申

込
締
切
／
1
2
月
2
0
日
働

※
　
応
募
者
が
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
に
は
、

岡
崎
市
で
の
居
住
年
数
な
ど
の
条
件
に
基
づ
き

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●

●

●

●

１安で利便は税納
・市内の金融機関・郵便局で申込できます。

・振替日(引落し日)は納期限の日です。

振替できる市税等

匝頻頻

　納税通知書で納付する普通徴収分に限ります。
皿垂（組麺但）

　納税通知書が複数枚通知されるかたは、納税通知書の整

　理番号ごとの申込みとなります。
厘醜國

　年１回５月に、申込者の所有する、すべての車両分か振

　り替えされます。

匪謳遜團
　巾込みは岡民健康保険料が通知される匪帯'iﾐのかたの整

　理番号・世帯主名での申込みとなります。

＊前納で振替できる市税は､市県民税及び固定資産税･都市計画税です。

　第1期の納期限の日に前納報奨金分を差し引いて振り替えます。

振替の手続きは

　口座振替の手続きには次のものをご用意ください。なお

　整理番号を記載しますので、納税通知書もご持参ください。

　①　指定する口座｢普通預金l」座、当座預金口座、郵便

　　　貯金口座)の通帳

②　金融機関などの届出印

③　申込みする市税の納税通知書(整理喬号の確認のため)

I市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日

ひな□座振替で
収納課収入整理班fi23 ・6 122 ・ 6123

振替の開始・確認

　申込書が市役所に届いた受付月の翌月末の納期限の

ものから振り替えされます。「1座振替確認通知書が事

前に届きます。

振替の申込は

　市税・国民健康保険料のL｣座振替申込用紙は岡崎市

内の金融機関及び郵便局に備え付けてあります。次の

金融機関などの本店・支店で振替ができます。ただし

岡崎市外の支店で申込みをされる場合は、事前に収納

課収入整理班までに連絡してください。

銀行／UF J　みずほ　あさひ　名古屋　愛知
　　　十六　第二　中京　岐阜

信託銀行／中央三井

信用金庫／岡崎　碧海　西尾　吸田　碧:川　蒲郡

信用組合／朝銀中部　愛知商銀

労働金庫／東海

農業協同組合／あいち三河

郵便局



　
危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

　
予
備
講
習
会

危
険
物
取
　
　
試
験

▼
試
験
日
／
２
月
９
日
脚
▼
会
場
／
名
古
屋
工

学
院
専
門
学
校
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
▼
試
験

の
種
類
／
甲
種
、
乙
種
第
４
類
・
６
類
及
び
丙

種
▼
受
付
期
間
／
ｃ
ｖ
ｊ
ｉ
ｐ
ｃ
ｇ
胤
呵
～
卵
回
廊
ま
で
。

受
験
願
書
は
、
消
防
本
部
予
防
課
、
消
防
署
各

署
所
、
西
三
河
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
予
備
講
習
会

▼
日
時
／
１
月
2
5
日
出
　
午
前
９
時
▼
場
所
／

岡
崎
市
福
祉
会
館
６
階
大
会
議
室
▼
募
集
人
員

／
2
0
0
人
▼
受
講
料
／
四
千
円
▼
申
込
方
法
／
受

講
料
を
添
え
て
あ
ら
か
じ
め
消
防
本
部
予
防
課

ま
た
は
消
防
署
各
署
所
へ
。

消
防
剰
部
予
防
課
危
険
物
班
Ｃ
＜
1
2
1
・
9
8
6
3

　
県
税
の
休
日
収
納
窓
口
開
設

▼
日
時
／
1
2
月
1
5
日
約
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
▼
場
所
／
県
内
全
県
税
事
務
所
▼
内
容
ノ
愛

知
県
の
県
税
（
自
動
車
税
、
個
人
事
業
税
、
不

動
産
取
得
税
な
ど
）

願お参※

い手く
、　●■a●　..･

ご
来
所
の
際
は
、
送
付
し
た
納
付
書
を
持

だ
さ
い
。
住
所
を
変
更
さ
れ
た
か
た
は
、

数
で
す
が
、
県
税
事
務
所
ま
で
連
絡
を
お

し
ま
す
。

西
三
河
県
税
事
務
所
徴
収
課
：
＜
2
7
・
２
７
１
叫

　
市
税
・
国
保
料
及
び
介
護
保
険
料
の

　
納
付
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

　
日
ご
ろ
、
仕
事
の
都
合
で
金
融
機
関
な
ど
へ

市
税
な
ど
の
納
付
に
行
け
な
い
か
た
の
た
め
に

休
日
に
お
け
る
納
付
の
窓
□
を
開
設
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
／
1
2
月
1
5
日
脚
　
午
前
９
時
～
午
後

零
時
3
0
分
▼
取
扱
科
目
／
市
税
（
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
）

●

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
▼
開
設
場
所

／
市
役
所
本
館
ロ
ビ
ー

　
年
末
滞
納
整
理
の
実
施
に
つ
い
て

　
市
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
徴
収
実
績

低
下
の
防
止
を
図
る
た
め
納
税
・
納
付
指
導
し

徴
収
の
強
化
を
す
る
た
め
、
年
末
の
夜
間
滞
納

整
理
を
全
市
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｊ
‐

［
市
税
絡
税
粗
談
窓
口
の
開
設
］
い
い
□
」

　
　
　
　
　
－
『
ｌ
『
1
1
1
1
1

　
市
税
の
納
付
（
納
入
）
方
法
を
主
体
及
び
課

税
に
つ
い
て
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時
／
1
2
月
1
3
日
圀
　
午
後
１
時
～
４

時
▼
開
設
場
所
／
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
内

収
納
課
収
納
１
・
２
・
３
・
４
班

2
2
3
◆
６
１
１
５
・
6
1
1
8

　
事
業
用
資
産
を
お
持
ち
の
か
た
へ

　
あ
な
た
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
機
械
、
工

具
、
備
品
な
ど
は
、
事
業
用
償
却
資
産
と
し
て

申
告
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
の
多
少
、
異

動
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
毎
年
１
月
１
日
現
在

に
お
け
る
資
産
の
状
況
な
ど
を
、
１
月
3
1
日
ま

で
に
申
告
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
に
は
申
告
書
を
1
2
月
２
日

に
発
送
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
か
た
、
申
告
書

の
記
載
方
法
の
わ
か
ら
な
い
か
た
は
資
産
税
課

償
却
資
産
班
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
　
申
告
書
の
提
出
期
限
は
・
一
月
3
1
日
脂
ま
で

で
す
が
、
受
付
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
１
月

2
0
日
㈲
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

資
産
税
課
償
却
資
産
班
：
＜
2
3
・
6
0
9
4

　
寿
バ
ス
優
待
券
な
ど
を

　
受
け
取
つ
て
い
な
い
か
た
へ

▼
対
象
／
４
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
昭
和
８
年
３
月
3
1
日
以
前
に
出
生
さ

　
　
　
　
●

れ
た
か
た
（
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
る
か
た
は

除
く
）
に
、
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
点
を
贈
呈

し
ま
す
。

①
名
鉄
バ
ス
国
通
力
川
淵
］
（
終
日
利
用
可
能
、

使
用
期
限
な
し
）
三
千
三
百
五
十
円
　
１
枚
ま

た
は
旨
盾
に
｛
…
汀
卜
｝
（
利
用
は
平
日
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

の
全
日
。
た
だ
し
、
障
害
者
割
引
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
使
用
期
限
な
し
）
＝
千
九
百
五

十
円
１
枚
、
②
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

　
（
五
百
円
×
６
枚
つ
づ
り
）
三
千
円
　
・
－
冊

使
用
期
限
は
平
成
1
5
年
３
月
3
1
日
ま
で
、
③
高

齢
者
自
動
車
給
油
料
金
助
成
券
（
五
百
円
×
６

枚
つ
づ
り
）
三
千
円
１
冊
　
使
用
期
限
は
３
月

3
1
日
ま
で
▼
受
付
場
所
／
長
寿
課
（
市
役
所
本

館
１
階
４
番
窓
□
）
ま
た
は
各
支
所
へ
▼
必
要

な
も
の
／
①
印
鑑
②
寿
手
帳
な
ど
本
人
の
身
元

の
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
　
１
人
に
つ
き
年
度
内
１
回
の
贈
呈
で
す
。

長
寿
課
長
寿
福
祉
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
4
7

　
キ
ッ
ス
セ
ー
フ
テ
ィ

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
つ
い
て

　
３
月
3
1
日
ま
で
、
県
警
本
部
、
岡
崎
署
、
市

　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

教
育
委
員
会
や
各
小
中
学
校
が
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
児
童
・
生
徒
を
痴
漢
や
変
質
者
な
ど
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
、
警
備
員
（
ガ
ー
ド
マ
ン
）

を
学
校
周
辺
、
通
学
路
及
び
公
園
な
ど
に
配
置

し
、
警
戒
さ
せ
ま
す
。

　
時
間
は
午
前
1
1
時
か
ら
午
後
８
時
で
、
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
員
２
人
が
、
車
両
で
巡
回
し
、
不
審

者
発
見
時
は
、
積
極
的
な
声
か
け
や
一
一
〇
番

通
報
を
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や
子
ど
も
一
一
〇

番
の
家
な
ど
と
も
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　
キ
ッ
ス
セ
ー
フ
テ
ィ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

岡
崎
警
察
署
生
活
安
全
課
：
＜
5
8
・
０
１
１

　
（
内
線
２
７
１
）

教
育
委
員
会
指
導
課
指
導
１
班

2
2
3
◆
｀
０
4
4
1

二
〇
〇
三
年
度
版

観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売

０
－

　
岡
崎
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売
し
ま
す
。

　
市
内
の
観
光
名
所
や
伝
統
行
事
を
カ
ラ
ー
写

真
で
紹
介
し
、
来
年
の
家
康
公
江
戸
開
幕
四
百

●

市政だよりおかさき2002年(平成14年)12月1日函
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―
－
　
　
　
－

１
図

●

年
に
ち
な
み
家
康
公
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

Ｖ
販
売
開
始
／
巧
肖
２
日
㈲
７
価
格
／
千
円
（
税

込
）
　
ｙ
販
売
場
所
／
観
光
課
（
福
祉
会
館
５
階
）

及
び
岡
崎
市
観
光
協
会
売
店
（
岡
崎
公
園
北
駐

車
場
西
と
岡
崎
公
園
内
）

‐
‐
ｉ
－
‐
－
‘

観
光
課
観
光
事
業
班
：
＜
2
3
・
6
2
1
6

広
げ
よ
う
子
育
て
支
援
の
輪

　
「
地
域
で
支
え
る
子
育
て
」

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン
タ
ー
が

　
お
手
伝
い
し
ま
す

　
現
在
会
員
数
は
5
0
0
人
を
越
し
、
ま
た
援
助
活

動
件
数
も
千
五
百
件
余
の
ご
利
用
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
送
迎
の
み
や
短
時
間
の
預
か
り

な
ど
様
々
な
ケ
ー
ス
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
会
員
募
集
中

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
活
発
で
幅
広
い
活
動

を
目
さ
し
て
、
引
き
続
き
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
援
助
会
員
・
依
頼
会
員
あ
る
い
は
両
方

の
会
員
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

出
張
説
明
会

－
－
　
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
は
か
る
た
め
、
出
張
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

乙
日
時
／
1
2
月
1
8
日
團
　
午
後
１
時
～
２
時
了

場
所
／
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー
第
１
‐
講
習
室

つ
講
習
会
（
託
児
あ
ｏ

―
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
1
1
1
1

７
日
時
／
１
月
2
4
日
廊
　
午
前
1
0
時
～
正
午
乙

場
所
／
セ
ン
タ
ー
研
修
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン
タ
ー

2
8
7
◆
Ｌ
ｏ
ｏ
ｉ
ｎ
ｏ
　
　
　
　
g
8
7
◆
ｉ
ｎ
ｏ
ｉ
ｏ
ｔ
-

　
地
球
の
体
温
上
昇
中
I

　
1
2
月
は
大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化

　
防
止
月
間
で
す
。
ご
協
力
を
Ｉ
・

　
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
濃
度

が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
は
、

一
年
で
最
も
空
気
が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。

●

家
庭
で
で
き
る
小
さ
な
心
が
け
で
、
大
気
汚
染
・

地
球
温
暖
化
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・
暖
房
温
度
は
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　
ょ
う
（
2
0
度
を
目
安
に
Ｉ
・
）
。

・
不
必
要
な
照
明
・
電
気
製
品
の
電
源
は
、
こ

　
ま
め
に
消
し
ま
し
よ
う
。

・
駐
停
車
時
の
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

・
給
湯
器
の
設
定
温
度
を
で
き
る
だ
け
低
く
し

　
ま
し
よ
う
。

ｉ
ｌ

環
境
改
善
課
環
境
管
理
班
ｃ
＜
2
3

◆

6
6
8
5

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
灯
る
街
に

　
お
越
し
く
だ
さ
い
Ｉ
。

　
現
在
、
六
ツ
美
地
区
の
至
る
所
で
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
灯
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ｙ
期
間
／
～
1
2
月
2
2
日
日
｝
、
・
点
灯
時
間
／
日
没

～
午
後
1
0
時
万
点
灯
区
域
／
六
ツ
美
地
区
各
所

ワ
そ
の
他
／
1
2
月
2
2
日
の
午
後
２
時
か
ら
Ｊ
Ａ

あ
い
ち
三
河
中
島
支
店
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
と
大
抽
選
会
を
開
催
し

ま
す
。
先
着
5
0
0
人
に
お
し
る
こ
の
無
料
配
布
も

あ
り
ま
す
。

岡
崎
市
六

ツ
美
商
工
会
：
＜
4
3
・
2
5
0
2

～交通事故死者の

　約４割以上が高齢者～

０
８

１
Ｃ
Ｏ

１
Ｃ
Ｍ

・０

●6

58
23

２

２

　　　　　岡崎警察署

交通安全課交通指導班高齢者事故の特徴
１

●

夕方の買物、帰宅ラッシュと薄暮が

　重なる17時台、18時台が最も危険

買い物、帰宅ラッシュと重なる夕暮れの午後5B寺～Q時台に多発！

高齢歩行者死者のうち、75歳以上の女性が最も多い！
自転車乗車中の高齢者事故死者が増加傾向！

○
○
○

吋二石二聶ﾄﾞ旧福間:17時17分）
｜　　ぶ11月（日没時間:16時47分）

戸トiパ2ﾊﾞﾖぶ泳16B#42'9-)
　一

　対策
○夜間の外出は、明るい服装にし、反射材を付けましょう！

○見通しの悪い交差点では、自転車も必ず一時停止しましょう
○夕暮れは、車も自転車も早めにライトを付けましょう！

　■高齢(65歳以上)歩行の時間別死者数者

２

21

　
１
８

（
死
者
数
）

15

12

　９

●

2
3
時

一＋^□=午●゜卜- f ＼ ＼ i : しｒトー

12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20　　21　　22
時　　時　　時　　時　　時　　時　　時　　時　　時　　時　　時

n
時

10
時

９
時

８
時

７
時

６
時

５
時

４
時

０　　１　　２　　３
時　　時　　時　　時

６

３

０

(人)
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D□IIEIQQIロQIIQCI

　
空
き
巣
狙
い
に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
1
0
月
末
現
在
、
岡
崎
警
察
署
管
内
で
「
空
き

巣
狙
い
」
が
4
2
2
件
と
昨
年
の
約
２
倍
の
発
生
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
一
度
我
が
家
の
防
犯
対
策

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

被
害
を
防
ぐ
に
は

○
玄
関
・
窓
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
で
施
錠
を

○
ご
み
捨
て
な
ど
短
い
時
間
で
も
施
錠
す
る

○
侵
入
さ
れ
る
死
角
を
な
く
す
努
力
を

○
ト
イ
レ
・
風
呂
場
な
ど
の
小
窓
に
も
対
策

○
窓
ガ
ラ
ス
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
す
る

○
近
所
つ
き
あ
い
を
大
切
に

岡
崎
警
察
署
生
活
安
全
課

2
5
8
・
0
1
1
0
（
内
線
２
６
２
）

　
造
林
事
業
を
し
ま
し
ょ
う

　
市
内
に
は
山
林
が
九
千
七
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
、
有
効
活
用
す
る
に
は
そ
の
土
地
に
適
し
た

植
林
や
保
育
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

植
林
用
苗
木
の
あ
っ
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
「

　
来
春
に
植
林
す
る
ヒ
ノ
キ
ー
ス
ギ
な
ど
の
苗

木
を
「
‐
一
本
百
円
程
度
（
予
定
）
で
あ
っ
せ
ん
し

ま
す
。
希
望
の
か
た
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
植
林
す
る
場
合
の
手
続
き

①
普
通
林
の
場
合
…
伐
採
を
開
始
す
る
前
の
3
0

日
か
ら
9
0
日
前
ま
で
に
伐
採
届
を
市
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
保
安
林
の
場
合
・
：
１
月
６
日
側
ま
で
に
保
安

林
内
立
木
伐
採
許
可
を
県
へ
申
請
し
、
許
可
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
農
地
の
場
合
…
１
月
６
日
側
ま
で
に
農
地
転

用
許
可
を
農
業
委
員
会
へ
申
請
し
、
植
栽
前
に

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
一
定
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
植
林
に
つ
い
て
は
造
林
補
助
制
度

の
対
象
）
。

　
間
伐
の
必
要
性
に
つ
い
て
　
　
Ｉ
　
　
　
一

　
木
が
込
み
合
っ
て
く
る
と
立
木
の
育
成
が
悪

●

く
な
り
、
下
草
も
育
た
す
、
土
砂
崩
れ
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
除
間
伐
・
枝
打
ち
・
下
刈
り
を
一

定
の
基
準
で
実
施
し
た
か
た
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

農
務
課
林
務
班
：
＜
2
3
・
6
2
0
2

　
森
林
組
合
の
受
託
造
林
事
業

　
森
林
組
合
で
は
、
造
林
事
業
や
森
林
の
適
切

な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
人
手
の
な
い
か
た

で
も
林
業
経
営
が
で
き
る
よ
う
、
受
託
造
林
事

業
（
植
林
・
下
刈
り
・
除
間
伐
な
ど
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
植
林
…
現
在
生
え
て
い
る
雑
木
を
伐
倒
し
て
、

苗
木
が
植
付
け
で
き
る
よ
う
地
拵
え
し
、
ヒ
ノ

キ
な
ど
を
植
栽
（
植
栽
時
期
＝
春
）

②
下
刈
り
・
：
植
栽
後
、
成
育
を
妨
げ
る
雑
草
や

つ
る
木
な
ど
を
刈
り
払
う
（
実
施
時
期
＝
夏
）

③
除
伐
…
樹
木
の
育
成
を
妨
げ
る
雑
木
な
ど
を

切
払
う
（
実
施
時
期
＝
秋
か
ら
冬
）

④
枝
打
ち
・
：
林
内
照
度
の
確
保
や
森
林
の
向
上

を
図
る
た
め
、
一
部
の
枝
を
切
払
う
（
実
施
時

期
＝
秋
か
ら
冬
）

⑤
間
伐
・
上
部
の
樹
木
を
間
引
い
て
本
数
の
密

度
を
調
整
し
、
良
好
な
森
林
を
形
成
（
実
施
時

期
＝
秋
か
ら
冬
）

岡
崎
市
森
林
組
合
（
農
務
課
内
）

2
2
3
◆
（
Ｏ
Ｃ
Ｎ
J
O
Ｃ
Ｖ
J

緑
の
募
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▼
募
金
総
額
／
二
百
四
十
七
万
七
千
四
百
三
十

二
円

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
学

校
や
公
園
、
街
路
な
ど
の
身
近
な
緑
化
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡
崎
市
緑
の
募
金
委
員
会
（
市
民
課
内
）

2
2
3
・
6
0
4
7

●

栄
誉
に
浴
さ
れ
た
皆
さ
ん

金田智行さん(竜美北二丁目)

　　勲二等瑞宝章

　　裁判官功労

内藤淳さん(明大寺町)

　　勲三等瑞宝章

　　教育研究功労

近藤錨郎さん(米河内町)

　　勲三等瑞宝章

　　教育研究功労

本田辰郎さん(仁木町)

　勲四等瑞宝章

　地方自治功労

●

村松義雄さん(在家町)

　勲五等瑞宝刄

　鉄道業務功労

杉浦蕊二さん(羽根町)

勲六･等単光旭日皐

　調停委員功労

磯貝勝子さん(大西一丁目)

　　勲六･等宝冠章

　　看護業務功労

.●^Jk^
礁万）

●

林　明さん(明大寺町)

　　　藍綬褒章

　　更生保護功績

市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日函
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￥
田
町

岡崎市・幸田町・額田町の広域情報

こ
う
た
凧
揚
げ
ま
つ
り
で

,●1丿=1●，

　
楽
し
い
一
日
を

▼
日
時
／
１
月
５
日
向
　
午
前
1
0
時
～
午
後
２

時
3
0
分
▼
場
所
／
菱
池
字
菱
池
地
内
▼
内
容
／

凧
揚
げ
大
会
（
大
凧
・
中
凧
・
小
凧
・
全
国
の

凧
の
部
）
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
も

ち
投
げ
　
※
　
雨
天
の
場
合
は
、
幸
田
中
学
校

体
育
館
で
凧
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

こ
う
た
凧
揚
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
内
2
6
2
・
1
1
1
1
内
線
４
１
３

●

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

C
M
O
Ｃ
３
Ｃ
O

▼
日
時
　
１
月
1
9
ロ
㈲
　
開
場
・
：
午
後
１
時
3
0

川
盛
・
：
響
木
～
ｋ
ｙ
呂
-
k
i
-
（
４
台
の
マ
リ
ン
バ

か
ら
生
ま
れ
出
る
音
空
間
。
さ
さ
や
き
、
語
り

±T:合
《幸田町案内図》

孕岡崎

零田可民フールl

Ｗ-~－●
エジ1胃

スカイライン

１
　
士
翔

墾．
鄙昌

量
日
町
役
峨

　県洒β谷蒲郡纒

至蒲郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

合
い
、
叫
び
・
：
そ
し
て
静
寂
…
形
を
変
え
今
も

な
お
生
き
続
け
る
木
の
魂
）
同
内
腿
図
目
川

巴
…
四
季
抄
～
風
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
～
（
風
の
音

に
耳
を
澄
ま
せ
ば
、
幼
き
こ
ろ
の
思
い
出
が
よ

み
が
え
る
。
季
節
の
移
ろ
い
の
中
で
感
じ
る
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
）
▼
入
場
料
／
葉
庚
巴
・
：
二
千
五

百
円
、
叉
目
目
・
：
三
１
　
円
（
全
席
自
由
）

※
　
チ
ケ
ッ
ト
は
幸
田
町
民
会
館
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

幸
田
町
文
化
振
興
協
会
ｃ
＜
6
3
・
5
1
8
1

噸‾　．タ

額
田
町

ぷ‥j●、

　
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
ぬ
か
た

　
田
舎
で
暮
ら
し
て
み
た
い
か
た
、
山
の
仕
事

に
興
味
の
あ
る
か
た
、
額
田
に
来
て
体
験
し
て

サ
ｔ
‘
一
皿

《額田町案内図》

●

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
２
月
2
1
日
倒
～
2
3
口
顔
　
２
泊
３
日

▼
場
所
。
／
’
額
田
町
各
地
▼
内
容
／
森
林
作
業
な

ど
（
枝
打
ち
、
間
伐
、
シ
イ
タ
ヶ
栽
培
な
ど
）

※
　
宿
泊
は
町
内
の
民
家
で
行
い
ま
す
▼
対
象

。
…
…
1
8
歳
以
上
（
高
校
生
も
可
）
▼
参
加
料
ノ
ー

人
五
千
円
（
往
復
の
交
通
費
は
参
加
者
負
担
）

▼
申
込
方
法
／
ｙ
電
話
で
額
田
町
役
場
ま
ち
づ
く

り
課
ま
で
▼
申
込
期
限
ノ
ー
月
3
1
日
吻

名鉄電車

固市政だよりおかざき2002年(平成14年)12月1日
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収蔵品展

バロックへの
いさ'な

誘

い

　　　　　　　　美術と音楽

　　　　12月７日(土)～22日(日)

　当館では、徳川家康公の生きた時代を軸に、この時

代の新様式であるバロック美術を展示コンセプトの一一

つとしています。加えて、バロック美術とは切り離せ

ないキリスト教関連の絵両・工芸品、16～17世紀を

中心としたヨーロッパの家具・道具類という｢1本国内

でも珍しいコレクションを有しています。今叫の収蔵

品展では、同時代のバロック音楽の流れる中でこれら

の収蔵品を展示します。

■観覧料………一一般300円、小･中学生150円

　〔市内の小･中学生は無料〕 タペストリー｢ダイアナとアクティオン｣17世紀　ベルギー／フランドル地方

企画展　国立博物館・美術館所蔵名品展

日本人の風景表現
平成15年１月４日(土)～2月16日(日)

　人間は古くから自然と人間社会を様々な形で表現し

てきました。そのなかでも風景両はもっとも基本的な

ものです。本展では近世までの日本人の表現した風景

画作品とともに、近代に始まる洋画の風景画、変貌す

る近代日本をとらえた版両などをあわせ、現代にいた

るまでの様々な風景表現とその変容を紹介します。東

京・京都・奈良の国立博物館および東京国立近代美術

館が所蔵する、絵画を中心に工芸品、染織IIIIなど約50

点の展示です。

■観覧料……一般800円(600円)、小･中学生400円(300円)

　〔市内の小･中学生は無料〕

　(　)内は前売り及び20人以上の団体料金

講演会のお知らせ

　　　ー‥
※聴講無料

●演題　「日本美術にみる風景」

　講師　東京国立博物館学芸部美術課

　　　　絵画室長　田沢裕賀氏

　日時

●演題

　講師

平成15年1月26日鼎
　｢近代風景の発見｣

午後２時～

東京国立近代美術館美術課

主任研究官　古田亮氏

日時　平成15年２月２日冊　午後２時～

会場

定員
美術博物飾IFセミナールーム
70人(先着順・午後１時から
　　　整理券配布)

岡崎市美術博物館

阿国歌舞伎図屏風　重要文化財　京都国立博物館蔵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武蔵野図屏風　東京国立博物館蔵

■開館時間／午前lO時～午後６時(入館は午後５時30分まで)

■休館日／月曜日(平成15年１月13日㈱は開館)、川J14日脚

高隆寺町字峠l番地　fi0564(28)5000(おかけ間違いのないように)

[画暖m所]〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地／編集・発行広報課
- ＝

ト電話案内:S23 ・6495　･･・岡崎市ホームページhttp://ｗｗｗ.city.okazaki.aichi.jp

市政へのご意見・ご提案などは

教えてくれません課:223 ・6666
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